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　所得の低い人や子育て世帯に対し、消費税率の引き上げに

よる負担を緩和するため、臨時的な措置として「臨時福祉給

付金」または「子育て世帯臨時特例給付金」が支給されます。

問い合わせ先　子育て支援課　☎２３－３９６２

支給対象者

　平成２６年１月１日において、観音寺市に住

民登録がされており、平成２６年度分の市民税

（均等割）が課税されていない人です。

　ただし、課税されている人の扶養親族等や

生活保護制度の被保護者などは対象外です。

給付額

　支給対象者１人につき１万円です。

　ただし、特定の年金や手当などの受給者は

１人につき５千円を加算します。

注意

　複数の加算に該当する場合でも、加算され

る額は１人につき５千円です。

申請期間

　　７月１日（火）から平成２７年１月５日（月）まで

　　※申請書は、６月下旬頃に郵送する予定です。

　　　また、問い合わせ専用電話は、７月１日に開設する予定です。

　　　（電話番号は、広報かんおんじ７月号でお知らせします。）

注意事項

①「臨時福祉給付金」または「子育て世帯臨時特例給付金」のうち、支給されるのはど

ちらか１つです。

②申請の受け付け開始は、７月１日（火）からです。それ以前に申請書が提出された場合

は、７月１日に受け付けたものとして取り扱います。

③申請期間内に申請がない場合は、給付金の受給を辞退したものとみなします。

④給付金の支給は、原則として口座振込で行います。現金による支給は、口座がない人

や金融機関から著しく離れた場所に住んでいる人のみです。

“振り込め詐欺”に注意してください！ 

・市や厚生労働省などが、ＡＴＭ（銀行・コンビニなどの現金自動預け払い機）の操

作をお願いすることは絶対にありません。

・市や厚生労働省などが、「臨時福祉給付金」や「子育て世帯臨時特例給付金」を支

給するために、手数料などの振り込みを求めることは絶対にありません。

支給対象者

　平成２６年１月分の児童手当（特例給付を含

む）の受給者で、平成２５年の所得が児童手当

の所得制限額に満たない人です。

　ただし、臨時福祉給付金の支給対象者や生

活保護制度の被保護者などは対象外です。

給付額

　児童手当の対象となる児童１人につき１万

円です。

注意

　申請書は、平成２６年１月分の児童手当受給

者全員に送付しますが、要件を満たさない人

は支給対象外です。

臨時福祉給付金・子育て世帯臨時特例給付金

臨時福祉給付金 子育て世帯臨時特例給付金

以下の内容については、いずれの給付金も共通です。
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観音寺市災害に強い地域づくり条例

　平成２６年度から観音寺市ファミリー・サポート・センターがスタート

します。子どもたちや子育て中の家族のために、短時間子どもを預かっ

てくれたり、移動を手伝ってくれたりする「まかせて会員」の養成講座

を開催します。

　子育て支援に関心のある人で、地域で子育ての役に立ちたい、子育て

の経験を生かしたい、子どもが大好きで心身共に健康な２０歳以上の人の

申し込みを待っています。

● 上下に別れて
いる家具は金
具で連結する

● 金具で壁に直接
ネジでとめる

● 壁に強度が足りない場合
は当て木を付け、ネジが
抜けないようにする

● ビン類は飛び出さ
ないようにストッ
パーを付ける

● 突っ張り棒式の器具は、
天井の強度を確認して
使用する

● 突っ張り棒を使用する
時は、家具の下部も固
定するとより効果的

● マット式をつけるとき
は、上部にも器具を付
けるとより効果的

● キャスターは、
移動しないよう
にする

● 扉は開かない
ように留め具
を付ける

● ガラス扉などには、
飛散防止フィルムを
貼る

◆場所　市社会福祉センター２階会議室

◆定員　４０人

◆締め切り　６月６日（金）

◆申し込み先　

　観音寺市ファミリー・サポート・センター

　　　　　　　（観音寺市社会福祉協議会内）

　　　　　　　　　　　　　☎２５－７７７３

＊全講座修了後に会員登録ができます

月　日 時　　　間 内　　　　容

６月９日（月）
９：００～１０：３０ 心の発達とその問題

１０：３０～１２：００ 事業を円滑にすすめるために

６月１１日（水）
９：００～１０：３０ 子どもの身体の発育と病気

１０：３０～１２：００ 小児看護の基礎知識

６月１６日（月）
９：００～１０：３０ 保育の心・子どもの世話

１０：３０～１２：００ 子どもの遊び

６月１８日（水）
９：００～１０：００ 子どもの栄養と食生活

１０：００～１２：００ 安全・事故

　自らのことは自らで守る「自助」の大切さを第１に掲げています。

　日ごろから、災害を考えた備えが大切です。

　まず、自宅や家族を守ることを考えましょう。

観音寺市委託事業　観音寺市ファミリー・サポート・センター

まかせて会員養成講座受講者募集！

・人任せにしない「自助」の意識を持つ

・家族で、災害時の避難方法や安否確認の方法を確認する

・自宅などの耐震診断や耐震補強をする

・家具の固定やガラスの飛散防止、ブロック塀の転倒防止対策をする

・災害時に必要な飲料水や食べ物を１週間分程度、常に蓄えておく

・自主防災組織などが主催する行事などに積極的に参加し、日ごろからお互い

が助け合える雰囲気づくりや、防災に関する知識や技術を習得しておく

備えあれば

憂いなし

問い合わせ先　

危機管理課　☎２３－３９４０

受 講 無 料
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人権課　☎２３－３９２８

　現在の人権擁護委員の主な任務は、人権思想の

普及と人権侵犯事件の調査、人権相談を受けるこ

となどです。相談は、地域住民が足を運びやすい

公民館や市町村などで特設相談所を開設していま

す。本市では、１６人の委員が法務局や特設相談所

で相談に応じたり、街頭で人権啓発活動等を行っ

たりしています。

　親子や夫婦、ＤＶ、相続、名誉、差別、私的制

裁、いじめ、体罰、セクハラ、パワハラなどの人

権問題で困ったことがあれば、気軽に人権擁護委

員や人権相談所に相談してください。費用は無料

で、秘密は固く守られます。

○「四国一斉！１２時間電話相談の開設

　６月２日（月）午前９時～午後９時

　　☎０１２０－４５９－７３７

　　　　　（フリーダイヤル）

　高松法務局観音寺支局　

　　☎２５－４５２８

昭和２２年５月３日

日本国憲法が施行され、基本的人権の保障が

基本原理の一つに掲げられる

昭和２３年２月１５日

法務庁内に人権擁護局を設置

昭和２３年７月１日

人権擁護委員令が公布・施行され、法務総裁

の補助機関として誕生

昭和２４年６月１日

人権擁護委員法が施行され、機構その他の充

実や整備が図られる

地　域 氏　名

高 屋 町 五味　　勲

出 作 町 西山　節子

柞 田 町 森脇　豊子

観 音 寺 町 三宅　敬子

観 音 寺 町 合田　朝子

観 音 寺 町 吉田千惠子

古 川 町 北村　豊美

新 田 町 小山　利幸

大 野 原 町 藤岡　　修

大 野 原 町 竹内　保壽

大 野 原 町 守谷　信雄

大 野 原 町 今村　峯子

豊 浜 町 川上　裕子

豊 浜 町 畑須美子

豊 浜 町 石川　昌幸

豊 浜 町 阪上　耕造

（平成２６年４月１日現在）
（敬称略・順不同）

人権擁護委員の歴史

○６月２日（月）午前１０時～午後３時

　ふれあい文化センター

　大野原いきいきセンター

　（人権擁護委員の日の６月１日が

日曜日のため、６月２日に開催）

○６月１０日（火）午前１０時～午後３時

　豊浜福祉会館

特設人権相談

いじめや体罰、虐待など子どもに関

する相談や情報

　☎０１２０－００７－１１０

　　　　　　　　（フリーダイヤル）

全国一斉強化週間

６月２３日（月）～６月２９日（日）まで

期間中は、休日も電話相談を実施し

ています。

平日は、午前８時３０分～午後７時まで

土・日は、午前１０時～午後５時まで

子どもの人権
１１０番

夫やパートナーからの暴力、職場で

のセクシュアル・ハラスメント、ス

トーカー行為などに関する相談

　☎０５７０－０７０－８１０

　　　　　　　　　（ナビダイヤル）

女性の人権
ホットライン

人権擁護委員

６月１日は人権擁護委員の日
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正
し
い
認
識
で
明
る
い
社
会
を

よ
り
よ
い
人
間
関
係
づ
く
り
シ
リ
ー
ズ
７

　
　
　
　家
族
関
係
（
１
）

　家
族
愛

お
ば
あ
ち
ゃ
ん
に
と
て
も
悪
い

こ
と
を
し
た
わ
。
お
ば
あ
ち
ゃ

ん
に
あ
り
が
と
う
、
っ
て
言
っ

て
く
る
」

　お
父
さ
ん
と
お
母
さ
ん
の
一

言
で
、
お
ば
あ
ち
ゃ
ん
の
愛
情

が
愛
ち
ゃ
ん
に
し
っ
か
り
伝
わ

り
、
家
族
そ
れ
ぞ
れ
の
存
在
を

大
切
に
す
る
、
温
か
い
雰
囲
気

の
家
庭
に
な
り
ま
し
た
。

　「
こ
の
ま
ま
じ
ゃ
汚
れ
が
残

っ
て
い
て
恥
ず
か
し
い
」
と
言

う
愛
ち
ゃ
ん
の
つ
ぶ
や
き
が
、

部
屋
の
掃
除
を
し
て
い
た
お
母

さ
ん
の
耳
に
聞
こ
え
て
き
ま
し

た
。
愛
ち
ゃ
ん
は
、
お
ば
あ
ち

ゃ
ん
が
洗
っ
て
く
れ
た
小
学
校

の
上
靴
の
洗
い
方
が
気
に
入
ら

ず
洗
い
直
し
て
い
る
よ
う
で
す
。

　そ
の
様
子
を
見
て
、
お
母
さ

ん
は
「
お
ば
あ
ち
ゃ
ん
は
、
水

が
冷
た
い
の
に
わ
ざ
わ
ざ
洗
っ

て
く
れ
た
の
だ
か
ら
、
そ
ん
な

こ
と
を
言
う
も
の
じ
ゃ
な
い
わ
」

と
言
い
な
が
ら
、
お
ば
あ
ち
ゃ

ん
の
優
し
さ
や
温
も
り
を
愛
ち

ゃ
ん
に
伝
え
ま
し
た
。
お
父
さ

ん
も
、
愛
ち
ゃ
ん
の
横
に
行
き

優
し
く
た
し
な
め
ま
し
た
。「
愛

ち
ゃ
ん
、
１
、
２
度
履
い
て
か

ら
洗
っ
た
ほ
う
が
い
い
ね
。
お

ば
あ
ち
ゃ
ん
は
、
愛
ち
ゃ
ん
が

か
わ
い
い
か
ら
洗
っ
て
く
れ
た

の
だ
よ
。
そ
れ
を
汚
れ
が
あ
ま

り
取
れ
て
い
な
い
か
ら
と
い
っ

て
、
す
ぐ
に
洗
い
直
し
た
こ
と

を
知
っ
た
ら
、
き
っ
と
悲
し
く

な
る
だ
ろ
う
ね
。
お
ば
あ
ち
ゃ

ん
の
気
持
ち
を
考
え
れ
ば
、
や

っ
ぱ
り
何
度
か
履
い
て
か
ら
洗

う
方
が
い
い
と
思
う
よ
」

　お
母
さ
ん
と
お
父
さ
ん
の
言

葉
を
聞
い
た
愛
ち
ゃ
ん
は
「
う

ん
、
分
か
っ
た
。
そ
う
す
る
。

おめでとう
　　　ございます
平成２５年度
　　人権作品優秀賞

紀伊小学校６年
大久保　紀果さん

三豊中学校３年（平成２５年度）
近藤　菜南さん

男
女
共
同
参
画

企
画
課
男
女
共
同
参
画
推
進
室

　☎
２３

−

３
９
１
７

男
女
共
同
参
画
週
間　
６
月
２３
日
～
２９
日

　男
女
共
同
参
画
社
会
基
本
法

の
目
的
や
基
本
理
念
に
つ
い
て

理
解
を
深
め
る
た
め
、
毎
年
６

月
２３
日
か
ら
２９
日
ま
で
を
「
男

女
共
同
参
画
週
間
」
と
し
て
、

全
国
各
地
で
さ
ま
ざ
ま
な
啓
発

活
動
や
行
事
が
行
わ
れ
て
い
ま

す
。　内

閣
府
で
は
、
こ
の
週
間
に

合
わ
せ
て
、
男
性
が
企
業
人
と

し
て
も
家
庭
人
と
し
て
も
豊
か

な
生
活
を
送
る
た
め
、
長
時
間

労
働
を
減
ら
し
て
、
女
性
と
と

も
に
家
事
・
育
児
・
介
護
・
地

域
活
動
に
関
わ
り
た
く
な
る
よ

う
な
キ
ャ
ッ
チ
フ
レ
ー
ズ
を
募

集
し
、
次
の
作
品
が
選
ば
れ
ま

し
た
。

　昨
年
８
月
に
実
施
し
た
市
民

ア
ン
ケ
ー
ト
で
は
、
家
事
や
育

児
、
介
護
に
つ
い
て
「
と
も
に

協
力
し
て
担
う
べ
き
」
と
考
え

て
い
る
人
が
最
も
多
く
「
妻
の

役
割
」
と
考
え
て
い
る
人
は
５

割
未
満
で
し
た
。
し
か
し
、
実

際
は
ご
み
出
し
や
介
護
以
外
の

日
常
的
な
家
事
に
つ
い
て
「
妻
」

が
担
当
し
て
い
る
と
回
答
し
た

人
が
約
８
割
を
占
め
、
考
え
方

と
現
実
の
間
に
大
き
な
差
が
あ

る
こ
と
が
分
か
り
ま
し
た
。

　男
女
が
と
も
に
暮
ら
し
や
す

い
家
庭
や
地
域
づ
く
り
を
進
め

る
た
め
、
労
働
時
間
の
短
縮
や

休
暇
制
度
な
ど
、
職
場
で
の
環

境
づ
く
り
を
進
め
る
と
と
も
に

家
庭
に
お
い
て
も
、
お
互
い
の

価
値
観
を
尊
重
し
合
い
、
家
事

な
ど
の
役
割
分
担
に
つ
い
て
十

分
に
話
し
合
う
こ
と
が
大
切
で

す
。　お

互
い
を
理
解
し
、
協
力
し

合
い
、
誰
も
が
生
き
が
い
を
持

ち
安
心
し
て
暮
ら
せ
る
ま
ち
づ

く
り
を
進
め
る
た
め
に
、
身
近

な
パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
に
つ
い

て
、
こ
の
機

会
に
考
え
て

み
ま
し
ょ
う
。

◆
最
優
秀
作
品

　
　「
家
事
場
の
パ
パ
ヂ
カ
ラ
」
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　９月７日（日）、琴弾公園内有明グラウン

ドを中心に「２０１４日本学生トライアスロ

ン選手権観音寺大会」が開催されます。

　水泳１．５キロメートル、自転車４０キロメ

ートル、ランニング１０キロメートルの３種

目を一人の選手が連続で走りきる過酷な

レースです。ことしも、学生トップアスリ

ートたちが日本一の座を目指して熱く戦

います。限界まで挑戦する選手に、たくさ

んの応援をお願いします。

　また、大会当日は交通規制など皆さんに

大変ご迷惑をおかけしますが、ご理解とご

協力をお願いします。

　ことしも、観音寺市の夏を彩る一大イベント

「銭形まつり」が開催されます。

　まつりを盛り上げるため、イベントなどを手

伝っていただけるボランティアスタッフを募集

します。市民の皆さんの手で盛り上げましょう。

学生も歓迎です。

申し込み・問い合わせ先

　第４９回銭形まつり実行委員会事務局

　（観音寺商工会議所内）☎２５－３０７３
◆銭形まつり開催スケジュール
● ７月１９日（土）

　　ＴＨＥ　ＺＥＮＩＧＡＴＡ

　　　　　　　　ＬＩＶＥ ＆ 銭ロック
● ７月２０日（日）

　　第１８回銭形親子潮干狩り

　　第１８回銭形踊りコンテスト、花火
● ７月２１日（祝・月）

　　銭形よさこい２０１４

第49回 銭形まつり

日本学生トライアスロン選手権

　交通整理や選手への給水などにご協力いただけるボラン

ティアスタッフを募集しています。多くの参加をお願いし

ます。詳しくは市ホームページなどでもお知らせします。

日時　９月７日（日）

　　　午前７時～午後１時ごろ

場所　有明グラウンド会場、周辺大会コース

人数　４５０人

申込受付　６月２３日（月）まで

申し込み・問い合わせ先

　市民スポーツ課（大野原支所２階）

　　☎５４－５７１３　Ⓕ５４－５７２１

大会ボランティア募集

ボランティアスタッフ募集

ことしも、感動を再び！

観音寺大会
 開催！

２０１4
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　４月７日（月）から、西日本放送ラジオ番組「気ままにラジオ」で、観音寺市

ＰＲコーナー「みんな～こんな～ 観音寺！」の放送を開始しています。

　このコーナーでは、観音寺の楽しく魅力的な話題はもちろん、市民の皆さん

もこの番組に出演し、毎週元気な観音寺情報を届けています。皆さんぜひ聞い

てください！

日　時　７月５日（土）午前８時３０分～午後５時（予定）　

　　　　観音寺市役所駐車場集合・解散

内　容　四国中央市と三好市の皆さんと交流しながら、うだつマルシェの散策と箸蔵寺で

のアニマルミステリーツアーに参加

費　用　１，５００円（昼食代）※昼食は箸蔵寺で精進料理

申し込み　事業名（「３市交流事業」と記載）、氏名（原則大人、小中高生は保護者同伴で申

し込み可）住所、年齢、電話番号（持っている人は携帯番号）を記載し、はがき、

メールまたはファックスで申し込んでください。

締め切り　６月２３日（月）午後５時（必着）

定　員　各市１５人程度（申し込み多数の場合は抽選）

申込先　〒７６８－８６０１（住所記載不要）

　　　　観音寺市政策部企画課企画調整係

　　　　☎２３－３９１７　　Ⓕ２３－３９２０

　　　　メール：ｋｉｋａｋｕｃｈｏｓｅｉ＠ｃｉｔｙ．ｋａｎｏｎｊｉ．ｌｇ．ｊｐ

四国まんなか交流協議会「四国中央市・三好市・観音寺市」３市交流事業

うだつマルシェ散策と箸蔵寺アニマルミステリーツアー

◇放送日時

　毎週月曜日

　午後３時４５分頃から　約５分間

◇パーソナリティ

　梶　つよし（吉本興業　香川住みます芸人）

　奥田　麻衣（西日本放送アナウンサー） 

観音寺市ラジオコーナー

「みんな～こんな～観音寺！」放送中！
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◆
給
与
所
得
控
除
の
上
限
の
創
設

　給
与
所
得
の
金
額
は
、
そ
の

年
中
の
給
与
等
の
収
入
額
か
ら

給
与
所
得
控
除
額
を
控
除
し
た

額
で
、
そ
の
控
除
額
は
左
表
の

算
式
で
算
定
で
き
ま
す
。

　平
成
２６
年
度
（
平
成
２５
年
中
）

か
ら
給
与
等
の
収
入
金
額
が
、

１
５
０
０
万
円
を
超
え
る
場
合

は
、
給
与
所
得
控
除
額
の
上
限

が
２
４
５
万
円
の
定
額
に
な
り

ま
し
た
。

◆
売
買
・
贈
与
な
ど
の
場
合

・
旧
所
有
者
と
新
所
有
者
の
印

鑑
登
録
証
明
書
（
売
買
契
約

書
な
ど
の
写
し
を
添
付
す
れ

　ば
印
鑑
登
録
証
明
書
は
不
要
）

◆
相
続
の
場
合

・
新
所
有
者
と
変
更
の
時
期
が

確
認
で
き
る
書
類
（
遺
産
分

割
協
議
書
な
ど
）

※
遺
産
分
割
協
議
書
な
ど
が
な

い
場
合
は
、
相
続
人
全
員
の

同
意
書
（
実
印
を
押
印
し
た

も
の
）
お
よ
び
印
鑑
登
録
証

明
書

◆
土
地
・
家
屋
の
所
有
者
や

　納
税
義
務
者
が
死
亡
し
た
と
き

・
相
続
人
の
代
表
者
は
、「
相
続

人
代
表
者
指
定
届
」
を
提
出

し
て
く
だ
さ
い
。
相
続
登
記

に
よ
る
名
義
変
更
が
完
了
す

る
ま
で
の
間
、
納
税
通
知
書

な
ど
を
受
け
取
る
相
続
人
の

代
表
者
を
指
定
す
る
必
要
が

あ
り
ま
す
。

◆
土
地
の
使
用
状
況
が

　
　
　
　
　
　変
わ
っ
た
と
き

・
住
宅
を
店
舗
に
す
る
な
ど
家

屋
の
用
途
変
更
に
伴
い
、
土

地
の
使
用
状
況
が
住
宅
用
地

か
ら
非
住
宅
用
地
に
、
ま
た

は
非
住
宅
用
地
か
ら
住
宅
用

地
に
変
わ
っ
た
と
き
は
「
住

宅
用
地
異
動
申
告
書
」
を
提

出
し
て
く
だ
さ
い
。
土
地
の

税
額
が
変
わ
る
場
合
が
あ
り

ま
す
。

◆
そ
の
他
の
届
出

・
納
税
管
理
人
申
告
（
承
認
申

請
）
書

・
納
税
管
理
人
変
更
（
取
り
消

し
）
申
請
書

・
土
地
利
用
状
況
変
更
届
出
書

・
被
災
住
宅
用
地
申
告
書

・
非
課
税
申
告
書

・
減
免
申
請
書

・
住
宅
耐
震
改
修
に
伴
う
固
定

資
産
税
減
額
申
請
書

・
バ
リ
ア
フ
リ
ー
改
修
に
伴
う

固
定
資
産
税
減
額
申
請
書

・
省
エ
ネ
改
修
に
伴
う
固
定
資

産
税
減
額
申
請
書

な
ど
、
詳
し
く
は
問
い
合
わ

せ
て
く
だ
さ
い
。

市
民
税
・
県
民
税
に
関
す
る
こ
と

　税
務
課
市
民
税
係

　
　
　
　
　☎

２３

−

３
９
２
２

固
定
資
産
税
に
関
す
る
こ
と

　税
務
課
資
産
税
係

　
　
　
　
　☎

２３

−

３
９
２
２

◆
納
税
通
知
書
の
発
送

　本
年
度
の
市
民
税
・
県
民
税

納
税
通
知
書
は
、
６
月
中
旬
に

発
送
し
ま
す
。
第
１
期
納
期
限

（
６
月
３０
日
）
ま
で
あ
ま
り
日
数

が
あ
り
ま
せ
ん
が
、
期
限
内
の

納
付
を
お
願
い
し
ま
す
。

　納
期
限
ま
で
に
納
付
が
困
難

な
場
合
は
、
税
務
課
へ
相
談
し

て
く
だ
さ
い
。

◆
市
民
税
・
県
民
税
の

　
　
　
　
　均
等
割
額
の
変
更

　平
成
２３
年
１２
月
に
施
行
さ
れ

た
「
東
日
本
大
震
災
か
ら
の
復

興
に
関
し
地
方
公
共
団
体
が
実

施
す
る
防
災
の
た
め
の
施
策
に

必
要
な
財
源
の
確
保
に
係
る
地

方
税
の
臨
時
特
例
に
関
す
る
法

律
」
に
よ
り
、
全
国
的
な
臨
時

措
置
と
し
て
、
平
成
２６
年
度
か

ら
平
成
３５
年
度
ま
で
の
１０
年
間

は
均
等
割
（
年
額
）
の
引
き
上

げ
が
実
施
さ
れ
ま
す
。

　本
市
に
お
い
て
も
「
観
音
寺

市
税
条
例
」
の
一
部
を
改
正
し

均
等
割
（
年
額
）
は
、
下
表
の

と
お
り
に
な
り
ま
す
。
主
な
防

災
・
減
災
施
策
は
、「
観
音
寺
市

総
合
振
興
計
画
」
に
基
づ
い
た

防
災
設
備
の
整
備
な
ど
で
す
。

◆
家
屋
を
新
築
・
増
築
し
た
と
き

　家
屋
の
評
価
額
を
算
出
す
る

た
め
に
、
間
取
り
や
仕
上
げ
を

確
認
す
る
家
屋
調
査
が
必
要
で

す
。
職
員
が
調
査
に
伺
い
ま
す

の
で
、
連
絡
し
て
く
だ
さ
い
。

◆
家
屋
を
取
り
壊
し
た
と
き

　「
家
屋
滅
失
届
」
を
提
出
し
て

く
だ
さ
い
。
取
り
壊
し
の
翌
年

度
か
ら
課
税
さ
れ
な
く
な
り
ま

す
。　ま

た
、
取
り
壊
し
た
家
屋
が

所
在
し
て
い
た
土
地
が
、
住
宅

用
地
に
対
す
る
課
税
標
準
の
特

例
を
受
け
て
い
る
場
合
は
、
土

地
の
税
額
が
上
が
る
こ
と
が
あ

り
ま
す
。

　登
記
し
て
い
る
家
屋
に
つ
い

て
は
、
法
務
局
で
滅
失
登
記
の

手
続
き
を
し
て
く
だ
さ
い
。

◆
売
買
や
贈
与
、
相
続
な
ど
で

未
登
記
の
家
屋
の
所
有
者
が

変
更
に
な
っ
た
と
き

　

「
家
屋
補
充
台
帳
登
録
（
未
登

記
家
屋
）
の
所
有
者
変
更
届
」

を
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。
こ
の

届
出
が
な
い
と
従
前
の
所
有
者

に
課
税
さ
れ
ま
す
。

※
未
登
記
家
屋
と
は
、
法
務
局

に
登
記
さ
れ
て
い
な
い
家
屋

添
付
書
類

問
い
合
わ
せ
先

区　分
現　行

（年　額）

改正後
（平成２６年度～

平成３５年度）

市民税 ３，０００円 ３，５００円

県民税 １，０００円 １，５００円

計 ４，０００円 ５，０００円

給与等の収入額
給与所得控除額

改正前 改正後

１，０００万円超　
１，５００万円以下 給与等の

収入額×５％
＋１７０万円

給与等の
収入額×５％

＋１７０万円

１，５００万円超 ２４５万円

※塗りつぶし部分が改正された項目です。

平
成
26
年
度
の

　市
民
税
・
県
民
税

固
定
資
産
税
に

　
　
　関
す
る
届
出
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　職
員
教
育
を
充
実
さ

せ
、
意
識
の
向
上
と
勤

務
態
度
の
改
善
を
望
む
。

　市
で
は
「
観
音
寺
市

人
材
育
成
基
本
方
針
」
に

基
づ
い
て
、
計
画
的
に
専
門
研

修
機
関
に
職
員
を
派
遣
し
、
能

力
開
発
や
意
識
の
向
上
に
努
め

て
い
ま
す
。
ま
た
昨
年
は
、
職

員
全
体
研
修
に
外
部
講
師
を
招

き
、
民
間
に
お
け
る
「
思
い
や

り
と
お
も
て
な
し
」
の
研
修
を

し
ま
し
た
。

　今
後
も
市
民
の
皆
さ
ん
に
、

よ
り
よ
い
サ
ー
ビ
ス
を
提
供
す

る
た
め
、
接
遇
研
修
等
の
充
実

を
図
っ
て
い
き
ま
す
。

　秘
書
課
人
事
係

　
　
　
　
　☎

２３

−

３
９
１
５

　通
常
の
使
用
な
の
に

先
月
に
比
べ
て
水
道
の

使
用
量
が
増
え
た
が
、
ど
う
し

て
か
。

　生
活
状
況
に
変
化
が

な
い
の
に
、
水
量
が
増

加
す
る
原
因
と
し
て
、
床
下
や

地
中
な
ど
で
の
宅
内
漏
水
が
考

え
ら
れ
ま
す
。
検
針
票
で
、
先

月
よ
り
大
幅
に
増
え
て
い
る
場

合
は
、
次
の
手
順
で
宅
内
漏
水

の
有
無
を
確
認
し
て
く
だ
さ
い
。

①
全
て
の
蛇
口
を
閉
め
て
、
宅

内
で
水
を
使
用
し
て
い
な
い

こ
と
を
確
認
す
る
。

②
水
道
メ
ー
タ
ー
の
パ
イ
ロ
ッ

ト
が
作
動
し
て
い
る
か
を
確

認
す
る
。
パ
イ
ロ
ッ
ト
は
、

わ
ず
か
な
量
な
ら
ゆ
っ
く
り

　豊
稔
池
の
「
ゆ
る
ぬ

き
」
と
は
ど
の
よ
う
な

こ
と
を
す
る
の
か
。
そ
の
時
期

は
い
つ
ご
ろ
か
。

　重
要
文
化
財
の
豊
稔

池
堰え

ん

堤て
い

で
行
わ
れ
る
「
ゆ

る
ぬ
き
」
は
、
堰
堤
の
ア
ー
チ

下
部
に
設
け
ら
れ
た
樋
門
を
開

い
て
毎
秒
約
４
㌧
の
水
を
放
水

し
、
下
流
に
あ
る
井
関
池
に
水

を
補
充
す
る
作
業
を
い
い
ま
す
。

　「
ゆ
る
ぬ
き
」
の
日
程
は
、
毎

年
同
じ
日
に
決
ま
っ
て
い
る
わ

け
で
は
な
く
、
井
関
池
の
貯
水

量
の
減
り
具
合
や
そ
の
年
の
天

候
な
ど
に
左
右
さ
れ
ま
す
。

　例
年
は
７
月
か
ら
８
月
頃
に

行
わ
れ
て
い
ま
す
が
、
日
程
が

決
定
す
る
の
は
実
施
日
の
約
１

週
間
前
で
、
豊
稔
池
を
所
有
・

管
理
し
て
い
る
豊
稔
池
土
地
改

良
区
が
決
定
し
ま
す
。
決
定
後
、

回
り
、
多
量
の
場
合
は
早
く

回
り
ま
す
。

　パ
イ
ロ
ッ
ト
が
回
っ
て
い
る

場
合
は
、
宅
内
漏
水
の
疑
い
が

あ
る
の
で
、
早
急
に
市
指
定
工

事
業
者
に
修
理
を
依
頼
し
て
く

だ
さ
い
。
修
理
完
了
後
に
水
道

料
金
軽
減
申
請
書
（
市
指
定
工

事
業
者
の
修
理
証
明
必
要
）
を

提
出
し
、
条
件
を
満
た
す
と
、

漏
水
量
の
半
分
を
軽
減
す
る
制

度
（
１
カ
月
分
の
み
）
が
あ
り

ま
す
。

　市
指
定
工
事
業
者
は
、
上
下

水
道
工
事
業
協
同
組
合
（
☎
２５

−

２
８
１
９
）
で
確
認
し
て
く

だ
さ
い
。
水
道
料
金
軽
減
申
請

書
は
、
水
道
局
や
市
指
定
工
事

業
者
に
あ
り
ま
す
。

　水
道
局
監
理
課
業
務
係

　
　
　
　
　☎

２５

−

５
２
１
１

市
に
連
絡
が
あ
り
、
市
の
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
な
ど
で
皆
さ
ん
に
お

知
ら
せ
し
ま
す
。

　生
涯
学
習
課

　
　
　
　
　☎

２３

−

３
９
４
３

　家
の
隣
地
が
空
き
地

に
な
っ
て
い
て
、
草
が

茂
り
困
っ
て
い
る
。

　管
理
を
放
置
し
た
空

き
地
は
、
雑
草
が
生
い

茂
り
、
ご
み
が
散
乱
し
た
り
悪

臭
や
虫
が
発
生
し
た
り
し
て
、

周
辺
住
民
の
迷
惑
に
な
る
こ
と

が
あ
り
ま
す
。

　タ
バ
コ
の
投
げ
捨
て
で
火
事

に
つ
な
が
る
場
合
も
あ
り
ま
す
。

　春
か
ら
夏
に
か
け
て
は
、
特

に
雑
草
が
生
い
茂
る
季
節
で
す
。

空
き
地
の
所
有
者
は
、
草
刈
り

を
す
る
な
ど
適
正
な
管
理
を
し

て
く
だ
さ
い
。（
野
焼
き
は
禁
止

さ
れ
て
い
ま
す
）

　生
活
環
境
課

　
　
　
　
　☎

２５

−

２
６
９
８

　市
で
は
、
市
民
の
皆
さ
ん
が
希
望
あ
ふ
れ
る
毎
日
を
過
ご

せ
る
よ
う
、
さ
ま
ざ
ま
な
施
策
や
業
務
を
行
っ
て
い
ま
す
。

そ
の
内
容
は
多
岐
に
わ
た
り
、
ま
た
、
社
会
の
変
化
に
伴
い

複
雑
化
し
て
い
ま
す
。
そ
こ
で
、
過
去
の
ア
ン
ケ
ー
ト
で
出

た
ご
意
見
や
、
市
民
の
皆
さ
ん
か
ら
寄
せ
ら
れ
た
ご
質
問
・

ご
意
見
を
、
回
答
と
合
わ
せ
て
お
伝
え
し
ま
す
。

Q 
& 

A

A

A

A

A

Q

Q

Q

Q
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食育コーナー

　タマネギ氷でも有名な料理研究家の村上祥子さんは、子どもた
ちに日本型食生活を伝える必要性を感じ、食育出前授業などで、
みその素晴らしさを次のように話しています。
　「明治の初め、ドイツからやってきたべルツさんというお医者さ
んは『日本人はお肉を食べないのに、なぜこんなに体力があるの
か？』と驚いたそうです。そのころの交通手段は人力車で、それ
を引く車夫はみそを付けて焼いたおにぎりを食べ、１日４０㎞以上
も走っていました。朝食も麦ごはんに野菜のみそ汁、ダイコンの
漬物という具合で、どこにも肉や魚はありません。ベルツさんは

『これはみそに何かあるに違いない！』とひらめき、後に菜食と肉
食の人体に及ぼす影響などを研究したと言われています」
　現代の栄養学からみても、素晴らしい「日本のみそ」を見直し
てみませんか。

献立（観音寺学校給食センター）
★麦ごはん　★焼き豆腐の肉みそかけ
★具だくさん汁　★おひたし
★牛乳　★リンゴ

日本のみそ料理を見直しましょう

学校給食課　☎５７－６６６０

焼き豆腐の肉みそかけ
❶焼き豆腐はさっと水で洗い、水気を切っておく。片栗粉

をまぶして揚げる。
❷鍋に油を熱し、鶏ひき肉に酒をふって炒め、水と調味料

をあわせたものを加えてみそだれを作る。とろみが出た
ら味をみて、ショウガ汁を入れる。

❸①に②をかけて出来上がり。

焼き豆腐…５０ｇ×８切れ、若鶏ひき肉…５０ｇ、
片栗粉・油…適量、酒…小さじ２、水…大さ
じ３、みそだれ（赤みそ…２０ｇ、三温糖…大
さじ１、みりん…小さじ１）、ショウガ少々

（４人分）材　料

作り方

細 谷 奈
な

未
み

ちゃん

父 岳史さん　　　母 里佳さん
（植田町）

 

 

黒 田 　 雛
ひな

ちゃん

父 佑一さん　　　母 結花さん
（豊浜町和田）

藤 目 実
み

咲
さき

ちゃん

父 幸久さん　　 母 洋美さん
（三本松町）

松 原 里
り

桜
お

ちゃん

父 英登さん　　　母 和美さん
（柞田町）

田中里
り

央
お

菜
な

ちゃん

父 伸幸さん　　母 友加里さん
（豊浜町和田）

満１歳の子どもを募集

平成２５年６月生まれ

 
 

高 橋 芽
め

愛
い

ちゃん

父 秀徳さん　　 母 祐美さん
（流岡町）

　６月２日から、９月生まれの子どもを

募集します。応募多数の場合は先着順に

なります。

申し込み先：秘書課広聴広報係

　　　　　　　　　　　☎２３ー３９１５
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　５月５日、「五郷の日」に五郷地区活性化のシンボル
水車の落成式典がありました。五郷里づくりの会が構
想から２年、木の切り出しから皮むき、水車小屋の建
設、水車の設置、米つきまで多くの関係機関と連携し、
念願のこの日を迎えました。直径４メートルの水車は
会員たちの大きな夢を乗せて回り続けるでしょう。

　障がい者スポーツ大会があり、約１５０人が参加。車
いす障害競走や風船割り競争など８種目を一生懸命に
競技する姿に、応援席からは大きな声援や温かい拍手
が送られていました。この大会には毎年、市スポーツ
推進委員や要約筆記などのボランティアの協力があり、
会場は優しい空気に包まれていました。

静かな里山に水車の響き

みんなで競技を楽しみました

高齢者の見守り活動に心強い味方

みんなの協力できれいに咲きました

ヒラメの赤ちゃん大きくなあれ

　恒例の島四国めぐり（毎年旧暦３月２１日）が伊吹島
でありました。島外からのお遍路さんたちは、島の玄
関口、真浦港で子どもたちや島の人たちの温かい歓迎
を受けた後、爽やかな気候のもと島の人たちのお接待
を受けながら四国霊場８８カ所になぞらえた石仏を巡礼
していました。

　一人暮らしの高齢者などの見守り活動に関する協定
書の調印式がありました。これは新聞、牛乳、乳酸菌
飲料の配達や電気、水道の検針で高齢者宅を訪問する
機会の多い事業者と市、市社会福祉協議会が連携して
見守り活動を行うというもの。配達員が訪問先の異変
に気付き、住人の一命を取り留めた事例もあり、事業
所の方々の協力で大変心強いものとなりました。

　豊浜駅前広場で、２９回目となる豊浜駅つつじ祭が開
かれ、五月晴れのもと地元須賀自治会の人たちによる
餅つきや、野菜や花の青空市などに行列ができました。
駅構内には赤やピンクの色鮮やかなツツジ約２００本が
咲き誇り、ツツジのカーペットをカメラに収めようと
訪れた人や乗降客も足を止め、花を楽しんでいました。

　魚とふれあい、放流事業の重要性を学ぶことを目的
に、一の宮海岸で大野原幼稚園５歳児８６人が、ヒラメ
の稚魚の放流を体験しました。放流したのは２月に生
まれた体長６センチのヒラメ約１０００匹。初めて見た
稚魚に歓声を上げ「早く大きくなって帰って来てね」
「ばいばい」などと優しい声をかけながら放流しました。
２年後には３０センチ以上に成長するそうです。

島をあげておもてなし18
4

5
5

11
5

4
5

8
5

20
4
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　子どもの育児、発育、発達、母乳や離乳食について、

お母さん自身の相談などに、保健師、助産師、栄養

士（豊浜ふれあい会館実施分は保健師のみ）が応じ

ます。毎月の相談日は、保健カレンダーで確認して

ください。

午前９時３０分～午前１１時

保健センター＝毎月

豊浜ふれあい会館＝７月・１１月 

相談日以外にも、電話で相談ができます。

保健センター　☎２３－３９６４

◆ことばの相談（個別相談）／なかなか言葉が出な

い、言葉の数が増えない、発音が気になるなどの

相談に言語聴覚士が応じます。

◆幼児相談（個別相談）／こころの発達全般につい

て、西部こども相談センターの児童心理司が相談

に応じます。

◆こども生活相談（個別相談）／子どもとの関わり

方や子ども同士の遊ばせ方など育児全般の悩みに

臨床心理士が相談に応じます。

保健センター　☎２３－３９６４

　市から委嘱された母子保健推進員が、子育て中

の家庭へ電話や訪問で声かけ活動をしています。

育児で不安なことなどを相談してください。

保健センター　☎２３－３９６４

　無料で歯科検診やフッ素塗布が受けられる良い

機会です。家族そろってぜひ来てください。お子

さんにはお土産もあります。

　６月１日（日）午前９時～午前１１時３０分

　柞田小学校体育館

歯の検診（希望者のみ）、フッ素塗布（６歳以下）、

歯の相談、はみがき指導など

保健センター　☎２３－３９６４

●食べて治して、ハッピーライフ

６月１３日（金）午後２時～午後３時

胃炎・胃潰瘍・逆流性食道炎／食品の管理と衛生

６月２７日（金）午前１０時～正午

調理実習＝胃・腸にやさしいメニュー
●腎臓病教室（６月１２日締め切り）

６月１９日（木）午前１０時３０分～午後０時３０分

調理実習＝夏メニュー
●夜間糖尿病教室

６月１２日（木）午後６時～午後７時

合併症　網膜症と失明／血糖を上げやすい食べ物
●男性の調理実習

６月４日（水）午前１０時～午後０時３０分

お味噌汁で野菜をたくさん食べよう

各教室とも予約が必要

調理実習は、６００円必要

　同病院企業団健康管理センター

　　　　　　　　　　　☎５２－２７２６

６月１８日（水）午後１時３０分～午後２時

お口の健口（けんこう）

三豊総合病院南棟ホール

同病院　　☎５２－３３６６

注

注

三豊総合病院健康教室

みとよサプリ

　観音寺地区の結核・肺がん検診を行います。

　がんの死亡原因１位は肺がんです。受診を希望す

る人で、問診票が届いていない人や、まだ申し込ん

でいない人は問い合わせてください。

結核・肺がん

肺がん＝４０歳以上、結核＝６５歳以上

保健センター　☎２３－３９６４

受　付　日　時 検診の種類 場　　　所

６月１６日（月）
 ９：００～１０：００

結核・肺がん
黒渕山田神社

１０：３０～１１：３０ 中出自治会館
１３：３０～１４：３０ 楽陽荘前

　　１７日（火）
　９：３０～１０：３０

結核・肺がん
粟井公民館

１１：００～１１：３０ 奥谷自治会館
１３：００～１５：３０ 競輪場選手宿舎（琴浪町）

　　１８日（水）
　９：３０～１０：３０

結核・肺がん
豊田公民館

１１：００～１１：３０ 新田町金安神社
１３：３０～１５：００ 池之尻町黒島神社

　　１９日（木）
 ９：００～１０：００

結核・肺がん
室本新田集荷場

１０：３０～１１：３０ 室本港小公園前
１３：００～１５：００ 高室公民館

　　２０日（金）

　９：００～１０：００

結核・肺がん

観音寺西公民館
１０：３０～１１：３０ 老人憩の家
１３：００～１４：３０ 観音寺東公民館
１５：００～１５：３０ 有明出荷組合八幡集荷場

　　２３日（月）
　９：３０～１１：３０

結核・肺がん
競輪場選手宿舎（琴浪町）

１３：３０～１５：００ 中洲町医師会館

　　２４日（火）
 ９：００～１０：００

結核・肺がん
山田消防駐屯所前

１０：３０～１１：３０ 油井自治会館
１３：３０～１５：３０ 常磐公民館

　　２５日（水）
　９：３０～１０：００

結核・肺がん
旧丸勝青果倉庫前

１０：３０～１１：３０ 吉岡町自治会館
１３：３０～１５：００ 一ノ谷公民館

　　２６日（木）

　９：００～１０：００

結核・肺がん

南町自治会館
１０：３０～１１：３０ 瀬戸町自治会館
１３：００～１４：００ 流岡公民館
１４：３０～１５：３０ 出作町若宮神社

　　２７日（金）
　９：３０～１０：３０

結核・肺がん
木之郷公民館

１１：００～１１：３０ 八丁自治会館
１３：３０～１５：００ 柞田公民館

　　３０日（月）
　９：３０～１１：３０

結核・肺がん
競輪場選手宿舎（琴浪町）

１３：００～１４：００ 競輪場選手宿舎（琴浪町）

健康
だより

気軽に相談してください
ママズサポーター（母子保健推進員）

歯と口の健康週間まつり

結核・肺がん検診
年に１度は受けましょう

育児相談

一人で悩まず相談してください（要予約）

日時 場所 内容

対象 受付期間料金料

持参物持 問合先申込先注意注

主催主

人数
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今よりも プラス１０分 体を長く動かしましょう！！

市内のウオーキングやスポーツの紹介

毎日続けよう！！コツコツ貯筋

こんな行事をしています

貯筋カードにチェックして楽しく運動を続けてみませんか？

元気印のかんおんじ２１  第２次ヘルスプランの推進

★たとえば…

　○ つま先立ち

　○ スクワット

　○ 片足立ち

　　・転倒しないように、つかまる物がある場所で

行いましょう

　○ 椅子に座ってする膝の曲げ伸ばし

　　　　　　　　　　　　  （片方ずつ・両方）

　○ ルームウオーキング

　　・室内で約３分間を目安に軽く足踏みをしまし

ょう

　　・腕をよく振り、膝をあげるようにしましょう

　○ ラジオ体操

★その他にも…

　○ いつもより歩幅を５㎝広く歩いてみましょう

　○ いつもより長い距離を歩いてみましょう

切り離して使ってください

男 ・ 女　（　　　）歳　町名（　　　　　　　）

★運動ができた日は〇に色を塗りましょう。

ひと休み…

あと半分！！

おめでとう！！
１００日達成！！

〔ゴールしたら各公民館・保健センターの回収箱へ〕

観音寺市ヘルスプラン　身体活動・運動グループ

　今回は、５つの班に分かれた部会から「運動・身体活動」グル

ープの活動内容を紹介します。「どうすれば運動の大切さを知り、

運動を続けられる人が増えるだろうか」と考え、グループで話し

合いを重ね、ポスターとリーフレットを作成して活動しています。

市民健脚大会４月（実施済）
こんぴら高灯篭を目指して
約２２㎞を歩く

体力つくりバスウオーキング
１１月２日（日）
バスで出かけてウオーキング
対象は小学生以上

健康づくりマラニック
１１月９日（日）
みんなでウオーキング

ふる里探検ウオーキング（年２回）
５月（実施済）・１１月頃
有明浜を裸足でウオーキング

「いきいき健康ひろば」
日曜日以外毎日運動ができます
場所：大野原いきいきセンター
問い合わせ先：☎５４－５７００

健康づくりバスハイキング
５月（実施済）
バスで出かけてハイキング
対象は小学生以上

健康づくりお月見ハイキング
９月１３日（土）

「不動の滝」までハイキング

問い合わせ先：
市民スポーツ課（☎５４−５７１３）
※「ふる里探検ウオーキング」は
　保健センター（☎２３－３９６４）まで

運
動
が
で
き
た
ら

チ
ェ
ッ
ク
を
つ
け
る

「
貯
筋
カ
ー
ド
」

す
ぐ
に
始
め
ら
れ
る

簡
単
な
運
動
も
紹
介

★
貯
筋
カ
ー
ド
は
、
保
健
セ
ン
タ
ー
、
公
民
館
、
歯
科
医
院
な
ど
に
置
い
て

い
ま
す
。

★
カ
ー
ド
に
全
て
チ
ェ
ッ
ク
で
き
た
人
は
、
町
名
等
を
記
入
し
て
、
公
民
館

ま
た
は
保
健
セ
ン
タ
ー
の
回
収
箱
へ
投
函
し
て
く
だ
さ
い
。（
左
の
用
紙
で

も
投
函
可
）

★
利
用
し
た
人
の
数
を
次
回
の
運
動
・
身
体
活
動
編
に
て
町
別
に
お
知
ら
せ

し
ま
す
。
頑
張
り
ま
し
ょ
う
！

健康増進計画・食育推進計画 運動・身体活動　編

スタート日
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問合先申込受付期間 注意注持参物持 主催主

た
り
す
る
と
、
後
期
高
齢
者

医
療
制
度
で
立
て
替
え
た
医

療
費
を
加
害
者
に
請
求
で
き

な
い
場
合
が
あ
り
ま
す
。

届
け
出
に
必
要
な
も
の

　被
保
険
者
証
、
印
鑑
、
交
通

事
故
証
明
書
の
写
し
な
ど
（
詳

し
く
は
問
い
合
わ
せ
て
く
だ
さ

い
）健

康
増
進
課
、
各
支
所

健
康
増
進
課

　
　
　
　
　☎

２３

−

３
９
２
７

香
川
県
後
期
高
齢
者
医
療
広

域
連
合
事
務
局

☎
０
８
７

−

８
１
１

−

１
８
６
６

　６
月
以
降
の
児
童
手
当
を
受

け
る
た
め
に
は
、
現
況
届
の
提

出
が
必
要
で
す
。

　現
況
届
は
、
毎
年
６
月
１
日

の
状
態
を
把
握
し
、
６
月
分
以

降
の
児
童
手
当
を
引
き
続
き
受

け
る
要
件
（
児
童
の
監
督
や
保

護
、
生
計
同
一
の
関
係
な
ど
）

を
満
た
し
て
い
る
か
ど
う
か
を

確
認
す
る
た
め
の
も
の
で
す
。

　対
象
者
に
は
、
６
月
上
旬
に

現
況
届
の
用
紙
を
送
付
し
ま
す
。

　未
提
出
の
場
合
は
６
月
以
降

の
手
当
て
が
受
給
で
き
な
く
な

り
ま
す
。
忘
れ
ず
に
提
出
し
て

児
童
が
１８
歳
の
誕
生
日
以
後

最
初
の
３
月
３１
日
ま
で
（
心

身
に
中
程
度
以
上
の
障
が
い

が
あ
る
児
童
は
、
２０
歳
の
誕

生
日
の
前
日
ま
で
）

公
的
年
金
を
受
け
て
い
る
、

ま
た
は
児
童
が
福
祉
施
設
に

入
所
し
て
い
る
場
合
な
ど
、

手
当
て
を
受
け
ら
れ
な
い
こ

と
が
あ
り
ま
す
。

精
神
ま
た
は
身
体
に
一
定
以

上
の
障
が
い
が
あ
る
児
童
を

家
庭
で
養
育
し
て
い
る
人

児
童
が
２０
歳
の
誕
生
日
の
前

日
ま
で

児
童
が
児
童
福
祉
施
設
に
入

所
し
て
い
る
場
合
な
ど
、
手

当
が
受
け
ら
れ
な
い
こ
と
が

あ
り
ま
す
。

子
育
て
支
援
課

　
　
　
　☎

２３

−

３
９
６
２

　母
子
家
庭
の
母
ま
た
は
父
子

家
庭
の
父
が
看
護
師
や
介
護
福

祉
士
な
ど
の
資
格
取
得
の
た
め
、

養
成
機
関
（
通
学
制
）
で
２
年

以
上
修
業
す
る
場
合
に
「
高
等

職
業
訓
練
促
進
給
付
金
」
を
支

給
し
ま
す
。
（
上
限
２
年
）

　ま
た
、
修
業
期
間
修
了
時
に

は
「
高
等
職
業
訓
練
修
了
支
援

給
付
金
」
を
支
給
し
ま
す
。

事
前
に
相
談
し
て
く
だ
さ
い
。

市
家
庭
児
童
相
談
室 

　
　
　
　☎

２３

−

３
９
５
７

子
育
て
支
援
課
児
童
福
祉
係

　
　
　
　☎

２３

−

３
９
６
２

　後
期
高
齢
者
医
療
の
被
保
険

者
が
、
交
通
事
故
な
ど
第
三
者

の
不
法
行
為
で
、
け
が
や
病
気

を
し
た
場
合
は
、
届
け
出
を
す

る
こ
と
で
後
期
高
齢
者
医
療
制

度
か
ら
保
険
診
療
を
受
け
る
こ

と
が
で
き
ま
す
。
こ
の
場
合
は
、

後
期
高
齢
者
医
療
制
度
が
一
時

的
に
医
療
費
を
立
て
替
え
、
後

で
加
害
者
に
請
求
し
ま
す
。

　事
故
に
遭
っ
た
と
き
は
、
必

ず
健
康
増
進
課
や
各
支
所
、
香

川
県
後
期
高
齢
者
医
療
広
域
連

合
へ
連
絡
し
て
く
だ
さ
い
。
こ

の
届
け
出
（
傷
病
届
等
関
係
書

類
の
提
出
）
は
、
法
律
で
義
務

付
け
ら
れ
て
い
ま
す
。

加
害
者
か
ら
治
療
費
を
受
け

取
っ
た
り
、
示
談
を
済
ま
せ

く
だ
さ
い
。

　
　
　
　６
月
３０
日
（
月
）

　
　
　子
育
て
支
援
課

　
　
　
　郵
送

・
現
況
届

・
受
給
者
本
人
の
健
康
保
険
証

の
写
し

・
平
成
２６
年
度
所
得
課
税
証
明

書
（
平
成
２６
年
１
月
１
日
に

観
音
寺
市
に
住
所
が
な
か
っ

た
人
の
み
）

・
児
童
の
住
所
が
市
外
に
あ
る

場
合
は
、
別
居
監
護
申
立
書

と
住
民
票
（
児
童
を
含
む
世

帯
全
員
の
本
籍
続
柄
記
載
の

あ
る
も
の
）
が
必
要
で
す
。

　子
育
て
支
援
課

　
　
　
　
　☎

２３

−

３
９
６
２

　父
母
の
離
婚
な
ど
で
、
父
ま

た
は
母
と
生
計
を
同
じ
く
し
て

い
な
い
子
ど
も
が
育
成
さ
れ
る

家
庭
（
ひ
と
り
親
家
庭
等
）
の

生
活
の
安
定
と
自
立
の
促
進
に

寄
与
し
、
子
ど
も
の
福
祉
の
増

進
を
図
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
、

支
給
さ
れ
る
手
当
で
す
。

支
給
要
件
等
に
つ
い
て
は
、

子
育
て
支
援
課
ま
で
問
い
合

わ
せ
て
く
だ
さ
い
。

注

注

交
通
事
故
に
遭
っ
た
と
き

　
後
期
高
齢
者
医
療
で
は

６
月
は
「
児
童
手
当
」

現
況
届
の
提
出
月
で
す

母
子
家
庭
等
高
等
職
業
訓
練

　
　
　
促
進
給
付
金
等
事
業

申
請
が
必
要
で
す

　
特
別
児
童
扶
養
手
当

申
請
が
必
要
で
す

　
　
　
児
童
扶
養
手
当

お
知
ら
せ

市
役
所
か
ら
の

お
知
ら
せ

提
出
期
限

受
給
期
間

受
給
期
間

提
出
先

提
出
方
法

必
要
書
類

注

注

訓練促進
給付金

（月額）

修了支援
給付金

市民税
非課税世帯

１００，０００円 ５０，０００円

市民税
課税世帯

７０，５００円 ２５，０００円
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日時 場所 内容 対象 募集人数 料金料講師講

　現
況
届
は
、
引
き
続
き
年
金

を
受
給
す
る
資
格
が
あ
る
か
ど

う
か
を
、
毎
年
１
回
受
給
者
か

ら
の
届
け
出
に
よ
り
確
認
す
る

も
の
で
す
。
現
在
、
農
業
者
年

金
を
受
給
し
て
い
る
人
は
、
農

業
者
年
金
基
金
か
ら
送
付
さ
れ

る
現
況
届
に
必
要
事
項
を
記
入

し
、
６
月
３０
日
（
月
）
ま
で
に
必

ず
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

　未
提
出
の
場
合
に
は
、
年
金

の
支
払
い
が
一
時
差
し
止
め
に

な
り
ま
す
の
で
注
意
し
て
く
だ

さ
い
。

・
農
業
委
員
会
事
務
局
（
大
野

原
支
所
）
☎
５４

−

５
７
０
６

・
豊
浜
支
所
☎
５２

−
１
２
０
０

　新
庁
舎
完
成
ま
で
の
間
、
農

業
委
員
会
事
務
局
は
、
大
野
原

支
所
内
に
移
転
し
て
い
ま
す
。

　現
況
届
は
、
市
か
ら
送
付
の

返
信
用
封
筒
で
提
出
し
て
く
だ

さ
い
。

　長
期
休
暇
中
に
、
発
達
の
遅

れ
や
障
が
い
が
あ
る
子
ど
も
と

そ
の
兄
弟
姉
妹
を
一
時
的
に
預

か
る
サ
ー
ビ
ス
で
す
。

手
帳
の
有
無
は
問
い
ま
せ
ん
。

８
月
１８
日
（
月
）
～
２９
日
（
金
）

午
前
９
時
～
午
後
３
時
３０
分

（
土
・
日
曜
日
を
除
く
）

豊
浜
福
祉
会
館
２
階
児
童
館

観
音
寺
市
、
三
豊
市
内
の
５

歳
児
か
ら
中
学
３
年
生
ま
で

の
障
が
い
児

１
日
１０
人
ま
で
（
申
し
込
み

状
況
に
よ
り
調
整
あ
り
）

１
人
５
０
０
円
（
１
日
）

昼
食
、
水
筒
は
持
参

６
月
２
日
（
月
）
か
ら
７
月
１８

日
（
金
）
ま
で

　社
会
福
祉
課
障
が
い
者
福

祉
係

　
　☎

２３

−

３
９
６
３

　市
内
の
防
犯
灯
は
、
自
治
会

か
ら
の
要
望
に
基
づ
き
設
置
し

て
い
ま
す
が
、
例
年
数
多
く
の

要
望
が
あ
り
、
設
置
で
き
る
防

犯
灯
の
数
が
限
ら
れ
て
い
ま
す
。

　夜
間
に
門
灯
や
玄
関
灯
を
点

灯
す
る
こ
と
は
、
防
犯
灯
の
役

目
を
果
た
し
、
事
件
や
事
故
の

防
止
に
効
果
が
あ
り
ま
す
。
各

家
庭
や
事
業
所
の
皆
さ
ん
に
は
、

門
灯
等
の
夜
間
点
灯
に
ご
理
解

と
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

　市
民
課
市
民
生
活
係

　
　
　
　☎

２３

−
３
９
２
４

　観
音
寺
市
情
報
公
開
条
例
に

基
づ
き
、
平
成
２５
年
度
に
請
求

が
あ
っ
た
行
政
文
書
の
開
示
請

求
件
数
は
５
件
で
、
そ
の
う
ち

全
部
開
示
が
１
件
、
一
部
開
示

が
４
件
で
し
た
。
な
お
、
不
服

申
し
立
て
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し

た
。　ま

た
、
情
報
公
開
制
度
の
充

実
を
図
る
た
め
昨
年
度
か
ら
条

例
を
改
正
し
、
開
示
手
数
料
を

無
料
と
す
る
な
ど
そ
の
推
進
に

努
め
て
い
ま
す
。

　総
務
課
文
書
係

　
　
　
　☎

２３

−

３
９
０
０

　こ
の
運
動
が
地
域
に
定
着
し
、

安
心
・
安
全
に
暮
ら
せ
る
明
る

い
社
会
に
な
る
よ
う
に
「
社
会

を
明
る
く
す
る
運
動
」
の
輪
を

広
げ
ま
し
ょ
う
。

日
時

　６
月
１２
日
（
木
）

　
　
　午
後
１
時
か
ら

場
所

　観
音
寺
中
学
校
体
育
館

日
時

　６
月
２６
日
（
木
）

　
　
　午
前
９
時
～
正
午

場
所

　大
野
原
中
央
公
民
館

日
時

　７
月
１０
日
（
木
）

　
　
　午
後
１
時
～
午
後
３
時

場
所

　豊
浜
福
祉
会
館

日
時

　８
月
２２
日
（
金
）

　
　
　午
前
９
時
～
正
午

場
所

　市
社
会
福
祉
セ
ン
タ
ー

　毎
年
７
月
は
、
法
務
省
主
唱

の「
社
会
を
明
る
く
す
る
運
動
」

強
調
月
間
で
す
。
こ
の
運
動
は
、

犯
罪
や
非
行
の
防
止
と
、
罪
を

犯
し
た
人
や
青
少
年
の
改
善
更

生
に
つ
い
て
理
解
を
深
め
、
安

全
な
地
域
社
会
を
築
こ
う
と
す

る
全
国
的
な
運
動
で
す
。

　罪
を
犯
し
た
人
や
非
行
の
あ

る
少
年
も
、
地
域
社
会
で
暮
ら

す
一
人
で
あ
り
、
矯
正
施
設
な

ど
で
罪
を
償
い
教
育
を
受
け
る

こ
と
に
な
っ
た
人
も
、
い
ず
れ

は
改
善
更
生
し
て
社
会
に
復
帰

し
、
地
域
社
会
の
一
員
と
し
て

よ
り
良
い
社
会
の
実
現
を
担
う

立
場
に
あ
り
ま
す
。

　更
生
と
社
会
復
帰
を
実
効
あ

る
も
の
に
す
る
た
め
に
、
家
庭

や
学
校
、
職
場
の
す
べ
て
の
人

が
地
域
の
問
題
と
し
て
と
ら
え
、

理
解
し
協
力
を
す
る
必
要
が
あ

り
ま
す
。

　ま
た
、
犯
罪
や
非
行
か
ら
立

ち
直
ろ
う
と
す
る
人
た
ち
の
意

欲
を
認
め
て
地
域
の
中
に
受
け

入
れ
、
見
守
り
支
え
て
い
く
こ

と
が
大
切
で
す
。

第
64
回
社
会
を
明
る
く
す
る
運
動

犯
罪
や
非
行
を
防
止
し
、

　
　
　
　
　立
ち
直
り
を
支
え
る
地
域
の
チ
カ
ラ

情
報
公
開
制
度
の
運
用
状
況

サ
マ
ー
ホ
リ
デ
ィ

（
長
期
休
暇
中
預
か
り
事
業
）

協
力
し
て
く
だ
さ
い

門
灯
・
玄
関
灯
の
夜
間
点
灯

６
月
は
農
業
者
年
金

　
　
現
況
届
の
提
出
月

市
内
中
学
校
生
徒
弁
論
大
会

更
生
保
護
相
談
開
設

提
出
先

観
音
寺
地
区
の
受
給
者
の
皆
さ
ん
へ

料
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問合先申込受付期間 注意注持参物持 主催主

　７
月
１
日
現
在
で
全
国
一
斉

に
経
済
セ
ン
サ
ス

−

基
礎
調
査

と
商
業
統
計
調
査
が
行
わ
れ
ま

す
。
全
産
業
の
基
本
的
構
造
と

商
業
の
実
態
を
明
ら
か
に
す
る

た
め
に
、
全
て
の
事
業
所
や
企

業
を
対
象
に
実
施
さ
れ
る
調
査

で
す
。

　調
査
票
は
、
国
か
ら
郵
送
ま

た
は
調
査
員
が
配
布
し
ま
す
の

で
回
答
を
お
願
い
し
ま
す
。

　企
画
課
情
報
統
計
係

　
　
　
　☎

２３

−

３
９
１
７

　学
校
教
育
へ
の
関
心
を
深
め

て
も
ら
う
た
め
小
・
中
・
高
等

学
校
の
教
科
書
を
展
示
し
ま
す
。

　６
月
１３
日
（
金
）
～
２６
日
（
木
）

午
前
９
時
～
午
後
５
時

　（
月
曜
日
休
館
）

観
音
寺
市
中
央
公
民
館
２
階

図
書
室

学
校
教
育
課

　
　
　
　☎

５４

−

５
７
１
０

　市
民
課
市
民
係

　
　
　
　
　☎

２３

−

３
９
２
４

　自
営
業
や
退
職
者
（
失
業
）

な
ど
の
第
１
号
被
保
険
者
（
学

生
以
外
）
で
、
保
険
料
の
納
付

が
困
難
な
場
合
、
申
請
に
よ
っ

て
保
険
料
の
免
除
や
猶
予
が
受

け
ら
れ
ま
す
。
年
金
手
帳
と
印

鑑
（
失
業
な
ど
の
場
合
は
離
職

票
）
を
持
参
し
、
市
民
課
や
各

支
所
で
申
請
し
て
く
だ
さ
い
。

　な
お
、
保
険
料
の
免
除
や
猶

予
は
、
前
年
所
得
が
審
査
対
象

で
す
。
所
得
が
な
い
場
合
で
も

必
ず
所
得
申
告
を
忘
れ
ず
に
し

て
く
だ
さ
い
。

◆
保
険
料
免
除
制
度

　本
人
や
配
偶
者
、
世
帯
主
の

そ
れ
ぞ
れ
の
前
年
所
得
に
応
じ
、

全
額
、
４
分
の
３
、
半
額
、
４

分
の
１
の
４
段
階
で
保
険
料
が

免
除
さ
れ
ま
す
。

　全
額
免
除
以
外
は
、
定
め
ら

れ
た
一
部
の
保
険
料
を
、
納
め

な
け
れ
ば
未
納
に
な
り
ま
す
。

《
免
除
を
受
け
た
期
間
》

・
受
給
資
格
期
間
に
算
入
さ
れ

ま
す
。

　

・
受
給
金
額
は
免
除
さ
れ
た
期

間
に
よ
っ
て
減
額
さ
れ
ま
す
。

　（
追
納
制
度
あ
り
）

◆
若
年
者
納
付
猶
予
制
度

　学
生
を
除
く
３０
歳
未
満
の
人

で
、
本
人
や
配
偶
者
そ
れ
ぞ
れ

の
前
年
所
得
に
応
じ
て
保
険
料

の
納
付
が
猶
予
さ
れ
ま
す
。

《
猶
予
を
受
け
た
期
間
》

・
受
給
資
格
期
間
に
算
入
さ
れ

ま
す
。

・
追
納
し
な
い
限
り
受
給
金
額

に
算
入
さ
れ
ず
、
減
額
さ
れ

ま
す
。
（
追
納
制
度
あ
り
）

☆
追
納
制
度
と
は

　免
除
や
猶
予
を
受
け
る
と
、

保
険
料
を
全
額
納
付
し
た
場
合

に
比
べ
、
受
給
額
は
減
額
さ
れ

ま
す
。
た
だ
し
、
１０
年
以
内
で

あ
れ
ば
、
後
か
ら
保
険
料
を
納

付
（
追
納
）
で
き
、
将
来
受
け

取
る
年
金
額
を
満
額
に
近
づ
け

る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　な
お
、
免
除
や
猶
予
の
承
認

を
受
け
た
年
度
か
ら
起
算
し
て
、

３
年
度
目
以
降
に
追
納
す
る
場

合
は
、
当
時
の
保
険
料
に
加
算

金
が
つ
き
ま
す
。

日
本
年
金
機
構
善
通
寺
年
金

事
務
所

☎
０
８
７
７

−

６
２

−

１
６
６
２

16

国
民
年
金
の

「
免
除
制
度
・
猶
予
制
度
」

経
済
セ
ン
サ
ス
ー
基
礎
調
査
・

　
商
業
統
計
調
査
に
協
力
を

教
科
書
展
示
会

人のつながりで子どもを育てる

絶つ！！ いじめの発生源
教育支援教室を知っていますか

　「メールの返信が遅い」、「私の電話スルーした」、「ラ
イン既読やのに返信してこん」、これは全て相手が悪い
のでしょうか？
　「メールは早く返信するべき！」、「電話には出るべき！」、

「ラインは読んだらすぐ返すべき！」絶対に無理なことで
す。それを子どもたちは「普通やん！」と思っています。
　これは間違った考えです。しっかりと子どもたちに教
えてあげてください。
　ストレスと非難からも「いじめ」が発生しています。

《いじめ・不登校・非行・子育て・発達・その他》
　困ったときは一人で悩まないで一緒に考えよう！

やまびこテレホンコーナー
　　☎２３－０９００　へ電話してください。

◇相談時間：平日の午前８時３０分～午後５時
　（時間外の相談を希望する場合は、連絡が必要）
◇内容：電話相談と育成センターでの面接相談

メール相談も始めました！
ｍａｚｕ１ｐｏ＠ｃｉｔｙ.ｋａｎｏｎｊｉ.ｌｇ.ｊｐ

ま　ず  一 歩（いっぽ）　　　　　　　　　　　　　

　不登校傾向の小・中学生が学校復帰を目指して

通う教室です。子どもたちはゆったりとした環境

の中でのびのびと活動し、不安定な状態から元気

になって、学校に復帰している子どももたくさん

います。見学や体験入級もできます。気軽に相談

してください。

～こんなことをしています～

・自主活動（学習、読書、ゲーム、散策ほか）

・軽スポーツ（バドミントンほか）

・体験活動（遠足、調理、菜園作りほか）

・専門の先生によるカウンセリング（保護者も可）

・親の会（月１回、通級生以外の保護者も参加可）

○費用はかかりませんが、弁当が必要

○バス（無料）での通級も可能

少年育成センター☎２５－４２５１

場所・問い合わせ先
　教育センター（旧五郷小学校）
　大野原町井関　☎５４－２８０３



17

日時 場所 内容 対象 募集人数 料金料講師講

女
子
の
部

１
チ
ー
ム
６
人
以
内
（
選
手

４
人
）

１
部
＝
平
均
年
齢
４５
歳
未
満

２
部
＝
平
均
年
齢
４５
歳
以
上

（
男
女
混
合
の
部
と
重
複
不
可
）

男
女
混
合
の
部

（
男
性
２
人
以
内
）

６
月
２２
日
（
日
）

午
前
８
時
１０
分
か
ら
受
け
付
け

市
立
総
合
体
育
館

市
内
在
住
ま
た
は
市
内
に
勤

務
す
る
人

３
０
０
円
／
人
（
保
険
料
含
む
）

６
月
１０
日
（
火
）
ま
で

　市
民
ス
ポ
ー
ツ
課

　
　
　
　☎

５４

−

５
７
１
３

　
　
　（
大
野
原
支
所
２
階
）

７
月
１
日
～
８
月
５
日
の
毎

週
火
・
金
曜
日
（
全
１０
回
）

午
後
７
時
３０
分
～
午
後
９
時

３０
分

総
合
運
動
公
園
テ
ニ
ス
コ
ー
ト

６０
人

観
音
寺
市
体
育
協
会

　市
民
ス
ポ
ー
ツ
課

　
　
　
　☎

５４

−

５
７
１
３

参
加
者
募
集　
テ
ニ
ス
教
室

参
加
者
募
集　
健
康
づ
く
り

春
季
ソ
フ
ト
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
大
会

ス
ポ
ー
ツ

６
月
１
日
（
日
）

大
野
原
小
学
校
、
紀
伊
小
学

校６
月
８
日
（
日
）

観
音
寺
中
学
校
、
中
部
中
学

校
、
豊
浜
中
学
校

６
月
２９
日
（
日
）

大
野
原
中
学
校

　安
心
で
安
全
に
暮
ら
す
た
め

に
、
消
費
者
情
報
は
欠
か
せ
ま

せ
ん
。

　消
費
者
友
の
会
で
は
、
月
に

１
回
程
度
、
消
費
者
講
座
を
開

催
し
自
主
性
を
も
っ
て
行
動
す

る
消
費
者
に
な
る
た
め
の
学
習

や
啓
発
活
動
を
行
っ
て
い
ま
す
。

市
内
に
在
住
し
、
消
費
者
問

題
に
関
心
の
あ
る
人

年
会
費
５
０
０
円

　商
工
観
光
課
商
工
係

　

　
　
　
　☎

２３

−

３
９
３
３

６
月
１４
日
（
土
） 

午
後
２
時
～
午
後
５
時

６
月
１５
日
（
日
）

午
前
９
時
～
午
後
３
時

粟
井
神
社
境
内

約
３
千
株
の
色
と
り
ど
り
の

ア
ジ
サ
イ
が
咲
き
誇
る
境
内

で
、
バ
ザ
ー
や
イ
ベ
ン
ト
な

ど
が
あ
り
ま
す
。

粟
井
あ
じ
さ
い
祭
り
実
行
委

員
会
（
粟
井
公
民
館
内
）

　
　
　
　☎

２７

−

６
２
０
９

　６
月
１
日
～
７
日
は
第
５６
回

水
道
週
間
で
す
。
水
道
へ
の
理

解
と
関
心
を
深
め
て
も
ら
う
た

め
、
週
間
に
合
わ
せ
て
茂
木
浄

水
場
を
一
般
開
放
し
ま
す
。
小

学
生
の
作
品
展
や
楽
し
い
イ
ベ

ン
ト
も
予
定
し
て
い
ま
す
。
ぜ

ひ
見
学
し
て
く
だ
さ
い
。

６
月
１
日
（
日
）

午
前
９
時
～
午
後
４
時

水
道
局

　☎
２５

−

５
２
１
１

料

料

主

消
費
者
友
の
会
会
員
募
集

第
２８
回
粟
井
あ
じ
さ
い
祭
り

茂
木
浄
水
場
を
見
学
し
よ
う

資
源
回
収

イ
ベ
ン
ト
・
催
し

募
　集
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問合先申込受付期間 注意注持参物持 主催主

７
月
３
日
、
１０
日
、
１７
日
、

２４
日
（
木
曜
日
・
全
４
回
）

午
後
８
時
～
午
後
９
時
３０
分

豊
浜
小
学
校
体
育
館

初
心
者
、
経
験
者
も
可

体
育
館
シ
ュ
ー
ズ
、
タ
オ
ル
、

飲
み
物
な
ど

６
月
２７
日
（
金
）
ま
で

観
音
寺
市
体
育
協
会

　豊
浜
中
央
公
民
館

　
　
　
　☎

５２

−

１
２
０
３

７
月
６
日
（
日
）、
１２
日
（
土
）

１３
日
（
日
）
、
２６
日
（
土
）
、
２７

日
（
日
）
（
全
５
回
）

午
後
１
時
～
午
後
３
時

観
音
寺
小
学
校
プ
ー
ル

５
歳
以
上
で
保
護
者
が
付
き

添
え
る
人

親
子
３０
組
（
先
着
順
）

１
、
０
０
０
円
／
人

６
月
２０
日
（
金
）
ま
で

観
音
寺
市
体
育
協
会

　市
民
ス
ポ
ー
ツ
課

　
　
　
　☎

５４

−

５
７
１
３

　
　
　
　（
大
野
原
支
所
２
階
）

７
月
６
日
（
日
）

午
前
８
時
３０
分
か
ら
受
け
付
け

粟
井
小
学
校
体
育
館

キ
ン
ボ
ー
ル
を
使
っ
た
楽
し

い
ゲ
ー
ム

市
内
在
住
の
小
学
生
以
上

５０
人

体
育
館
シ
ュ
ー
ズ
、
タ
オ
ル

な
ど

６
月
２７
日
（
金
）
ま
で

　
　市
民
ス
ポ
ー
ツ
課

　
　
　
　☎

５４

−

５
７
１
３

　
　
　
　（
大
野
原
支
所
２
階
）

料

持

持

主

主 参
加
者
募
集

初
心
者
バ
ウ
ン
ド
テ
ニ
ス
教
室

参
加
者
募
集

　
ち
び
っ
こ
水
泳
教
室

参
加
者
募
集　
健
康
づ
く
り

「
フ
ァ
ミ
リ
ー
ス
ポ
ー
ツ
教
室
」

リコール対象製品の確認

発 生 件 数 　３２件（３７件）

死 者 数 　　０人（　０人）

負 傷 者 数 　４２人（４３人）

市内の交通事故 １／１～４／３０

（　）内は昨年

月　日 ス ポ ー ツ 行 事

１４
県ジュニア四国ジュニア予選会（新体操）
９：００～／市立総合体育館

１４・１５
夏季市長杯中学サッカーフェスティバル
９：００～／総合運動公園

１５
香川県バウンドテニス協会会長杯
９：００～／市立総合体育館

２０
第１６回体力つくりゲートボール大会
８：００～／萩の丘公園ゲートボール場

２２

地区別町別男子ソフトボール大会
９：００～／総合運動公園
観音寺市スポーツ少年団本部長杯軟式野球大会
９：００～／萩の丘公園

２９
第３５回全日本バレーボール小学生大会香川県大会
８：３０～／市立総合体育館

７／５
西日本最強ドッジボール大会
９：００～／市立総合体育館

５・６・１２
三観地区中学校総合体育大会野球競技
８：４０～／総合運動公園ほか１会場

５・１２

三観地区中学校総合体育大会サッカー競技
９：００～／総合運動公園
三観地区中学校総合体育大会ソフトテニス競技
８：３０～／総合運動公園

６
第４１回県下少年少女バレーボール普及強化大会
８：３０～／市立総合体育館ほか２会場

生ごみの水切りのお願い

　製品による事故の未然・拡大防止のた

め、事業者がリコール（製品の回収、無

償点検・改修等）を行うことがあります。

リコール製品は使い続けると、事故を引

き起こす恐れがあり大変危険です。身の

回りにある製品をもう一度確認してくだ

さい。該当する製品を持っている場合は、

すぐに使用を中止し、事業者からの改修

等の内容を確認してください。

　なお、リコール製品に関する問い合わ

せ先等については、消費者庁のホームペ

ージ「リコール情報サイト」で情報提供

を行っています。

消費生活に関する相談は

　西讃県民センター　☎２５－５１３５

　商工観光課商工係　☎２３－３９３３

　一般の家庭から出される可燃ごみの約４０％は「生ごみ」

です。「生ごみ」の約８０％は水分です。ごみとして出す前

に「水切り」をすることで、ごみの減量につながります。

★水切りの効果★

・臭いの抑制

　生ごみが臭いを放つ原因の一つは生ごみの水分です。

水切りをすることで、ごみ袋から出る悪臭の発生を抑

制できます。

・二酸化炭素（ＣＯ２）や処理費用の削減

　生ごみなどの可燃ごみは焼却施設で燃やしています

が、水分が多いと焼却温度が上がりにくく、焼却効率

は悪くなってしまいます。

　水切りを行うことで生ごみの水分が減り、焼却効率

の向上につながります。

　また水分が減ることで、ごみ全体の量が減少し、運

搬車の運搬効率もアップしＣＯ２や処理費用の削減にも

つながります。皆さんの協力をお願いします。

　　　　　問い合わせ先　生活環境課　☎２５－２６９８
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日時 場所 内容 対象 募集人数 料金料講師講

　自
動
車
事
故
で
死
亡
し
た
人

の
１６
歳
未
満
の
子
ど
も
が
加
入

で
き
ま
す
。
加
入
年
齢
に
応
じ

た
拠
出
金
を
払
い
込
む
こ
と
で
、

１９
歳
に
達
し
た
月
ま
で
、
年
齢

に
応
じ
た
育
成
給
付
金
が
支
給

さ
れ
ま
す
。

　公
益
財
団
法
人
交
通
遺
児

等
育
成
基
金

☎
０
１
２
０

−

１
６
３

−

６
１
１

☎
０
３

−

５
２
１
２

−

４
５
１
１

　労
働
保
険
（
労
災
保
険
と
雇

用
保
険
）
の
年
度
更
新
は
、
６

月
１
日
か
ら
７
月
１０
日
ま
で
で

す
。
事
業
主
の
人
は
早
め
に
手

続
き
を
し
て
く
だ
さ
い
。

香
川
労
働
局
総
務
部
労
働
保

険
徴
収
室

☎
０
８
７

−

８
１
１

−

８
９
１
７

　観
音
寺
警
察
署
で
は
、
外
国

人
労
働
者
の
適
正
な
雇
用
や
不

法
就
労
・
不
法
滞
在
防
止
の
取

り
組
み
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　外
国
人
が
安
心
し
て
生
活
で

き
る
よ
う
に
、
防
犯
・
交
通
安

全
指
導
を
行
う
と
と
も
に
、
不

事
前
予
約
が
必
要

　同
事
務
所
保
健
対
策
課

　
　
　
　☎

２５

−

２
０
５
２

６
月
２１
日
（
土
）

授
業
体
験
／
午
前
９
時
～
午

後
０
時
３０
分

講
演
会
「
学
校
・
家
庭
で
こ

と
ば
を
育
む
」
／
午
後
１
時

～
午
後
３
時
３０
分

聴
覚
に
障
害
の
あ
る
幼
児
や

児
童
、
生
徒
、
保
護
者
や
教

職
員
等

事
前
申
し
込
み
が
必
要
（
申

込
書
は
電
話
ま
た
は
Ｈ
Ｐ
か

ら
請
求
し
て
く
だ
さ
い
）

香
川
県
立
聾
学
校

☎
０
８
７

−

８
６
５

−

４
４
９
２

　保
護
者
が
道
路
上
の
交
通
事

故
が
原
因
で
死
亡
し
た
り
、
重

い
後
遺
障
が
い
で
働
け
な
く
な

っ
た
り
し
た
た
め
、
経
済
的
に

修
学
が
困
難
な
高
等
学
校
以
上

の
生
徒
や
学
生
に
、
奨
学
金
を

貸
与
す
る
制
度
が
あ
り
ま
す
。

公
益
財
団
法
人
交
通
遺
児
育

英
会

☎
０
１
２
０

−

５
２
１

−

２
８
６

☎
０
３

−

３
５
５
６

−

０
７
７
３

６
月
４
日
（
水
）

午
後
２
時
～
午
後
４
時

西
讃
保
健
福
祉
事
務
所
会
議
室

テ
ー
マ
「
サ
ポ
ー
ト
ス
テ
ー

シ
ョ
ン
の
役
割
」
／
話
し
合

い
／
個
別
相
談
（
要
予
約
）

子
ど
も
が
１５
歳
以
上
で
、
不

登
校
や
ひ
き
こ
も
り
で
悩
む

家
族
な
ど

　同
事
務
所
保
健
対
策
課

　
　
　
　☎

２５

−

２
０
５
２

６
月
１３
日
（
金
）

午
前
１０
時
～
正
午

西
讃
保
健
福
祉
事
務
所
（
三

豊
合
同
庁
舎
）

施
設
見
学
（
本
市
デ
イ
ケ
ア
）

交
流
会
、
情
報
交
換

統
合
失
調
症
の
人
の
家
族

法
滞
在
者
等
の
悪
質
な
外
国
人

の
取
り
締
ま
り
を
強
化
し
て
い

ま
す
。

　外
国
人
を
雇
用
す
る
と
き
は
、

必
ず
パ
ス
ポ
ー
ト
等
で
在
留
資

格
や
在
留
期
間
を
確
認
し
て
く

だ
さ
い
。

観
音
寺
警
察
署

　
　
　
　☎

２５

−

０
１
１
０

　
　同
病
院
人
事
課

　
　
　
　☎

５２

−

３
３
６
６

　放
送
大
学
は
、
テ
レ
ビ
等
の

放
送
や
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を
利

用
し
て
授
業
を
行
う
通
信
制
の

大
学
で
す
。

６
月
１５
日
（
日
）
～
８
月
３１
日

（
日
）

放
送
大
学
香
川
学
習
セ
ン
タ
ー

☎
０
８
７

−

８
３
７

−

９
８
７
７

７
月
５
日
、
１０
月
４
日
、
１１
月

２９
日
、
１２
月
１３
日
、
平
成
２７

年
１
月
１０
日
（
土
曜
日
開
催

計
５
回
）
午
前
９
時
～
正
午

バ
イ
オ
実
験
、
讃
岐
の
味
、

フ
ラ
ワ
ー
ア
レ
ン
ジ
メ
ン
ト
、

お
正
月
用
寄
せ
植
え
、
手
打

ち
う
ど
ん

香
川
県
立
笠
田
高
等
学
校

観
音
寺
市
・
三
豊
市
在
住
で
、

５
回
と
も
受
講
で
き
る
人

約
７
千
円
（
材
料
費
）

６
月
２
日
（
月
）
か
ら
定
員
３０

人
に
な
り
次
第
締
め
切
り

　同
校

　☎
６２

−

３
３
４
５

料

注

不
登
校
・
ひ
き
こ
も
り

　
　
親
の
集
い（
無
料
）

統
合
失
調
症
家
族
教
室（
無
料
）

香
川
県
立
聾
学
校

　
授
業
体
験
・
講
演
会

早
め
に
手
続
き
を

労
働
保
険
の
年
度
更
新

交
通
遺
児
育
英
会
奨
学
生

外
国
人
の
不
法
就
労
・

不
法
滞
在
防
止
に
協
力
を

笠
田
高
校
開
放
講
座

暮
ら
し
い
き
い
き
講
座

交
通
遺
児
育
成
基
金

放
送
大
学
10
月
生
募
集

三
豊
総
合
病
院
企
業
団

　
　
　
　
　
職
員
募
集

お
知
ら
せ

情
報

掲
示
板

募
　集

※詳細は、ホームページで確認してください。

応募締切 筆記試験 面　　接

看護師・薬剤師 ６／１３（金） ６／２１（土） ７／１９（土）

看護師 ７／１１（金） ７／１９（土） ８／７（木）

看護師・薬剤師他 ７／２５（金） ８／２（土） ８／２３（土）

イ
ベ
ン
ト
・
催
し
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問合先申込受付期間 注意注持参物持 主催主

豊
中
町
農
村
環
境
改
善
セ
ン

タ
ー
（
豊
中
町
本
山
）

離
婚
、
相
続
、
金
銭
貸
借
、

交
通
事
故
、
土
地
の
境
界
な
ど

観
音
寺
調
停
協
会

　
　
　
　☎

２５

−

３
４
６
７

６
月
１７
日
（
火
）
～
１９
日
（
木
）

午
後
１
時
～
午
後
４
時

６
月
１６
日
（
月
）
ま
で
に
要
予
約

香
川
県
西
讃
農
業
改
良
普
及

セ
ン
タ
ー
相
談
室

新
規
就
農
を
予
定
の
人
、
就

農
５
年
以
内
の
人

　同
セ
ン
タ
ー

　
　
　
　☎

６２

−
３
０
７
５

○
思
春
期
相
談
＝
６
月
９
日
（
月
）

午
後
２
時
～

○

心
の
健
康
相
談
＝
６
月
２５
日

（
水
）
午
後
１
時
４５
分
～

西
讃
保
健
福
祉
事
務
所

事
前
予
約
が
必
要

　同
事
務
所
保
健
対
策
課

　
　
　
　☎

２５

−

２
０
５
２

　
　多
肉
植
物
の
寄
せ
植
え

６
月
１５
日
（
日
）

午
後
１
時
３０
分
～
午
後
３
時

４５
分

坂
出
市
番
の
州
公
園
管
理
事

務
所
（
旧
番
の
州
プ
ー
ル
西
隣
）

多
肉
植
物
の
寄
せ
植
え
作
り

ガ
ー
デ
ニ
ン
グ
や
園
芸
相
談

先
着
１５
人

２
千
円
（
材
料
費
）

６
月
１
日
（
日
）
か
ら
（
定
員

に
な
り
次
第
締
め
切
り
）

住
所
、
氏
名
、
年
齢
、
性
別
、

電
話
番
号
、
テ
ー
マ
に
関
す

る
質
問
事
項
を
明
記
の
上
、

郵
便
ま
た
は
Ｆ
Ａ
Ｘ
、
Ｅ
メ

ー
ル
（
電
話
申
し
込
み
不
可
）

で
同
事
務
所
へ

坂
出
緩
衝
緑
地
管
理
事
務
所

（
坂
出
市
番
の
州
公
園
５
番
地
）

☎
０
８
７
７

−

４
５

−

６
８
２
０

Ⓕ
０
８
７
７

−

４
３

−

５
２
１
３

k
an

sy
ou

ry
ok

u
ti@

rh
y
th

m
.

ocn
.n

e.jp

６
月
１４
日
（
土
）

午
前
１０
時
～
午
後
３
時

　病
気
や
治
療
の
知
識
を
得
て
、

疑
問
な
ど
を
話
し
合
い
、
よ
り

良
い
療
養
生
活
を
送
る
方
法
を

見
つ
け
ま
し
ょ
う
。

事
前
予
約
必
要

　同
事
務
所
難
病
担
当

　
　
　
　☎

２５

−

２
０
５
２

料

注

ガ
ー
デ
ン
セ
ミ
ナ
ー

調
停
相
談
会
（
無
料
）

医
療
相
談
会
と
患
者
会（
無
料
）

就
農
相
談

注 精
神
保
健
相
談

相
　談

中央図書館 ☎23－3960　大野原図書館 ☎54－5715　豊浜図書館 ☎52－1206

「サムライブルー＆ブラジル」特集

今月のおすすめ本

ワールドカップ5度目の出場。
日本代表をみんなで応援しよう！

「ななつ星 in 九州の旅」
櫻井寛 / 写真・文
日経 BP 社 /発行

ページを開くと、夢の豪華寝台列車
の世界に魅了されます

休館日　　　　2・9・16・23・30 日

★おはなし会
★古典文学講座

14日（土）　　　10：30～11：30
21日（土）　　　９：30～11：30

大野原図書館

★リサイクル図書の配布
★おはなし会

★英語のおはなし会
★つぼみ愛書会
　「茜色の空」辻井喬   著 （文藝春秋）
★おりがみでゆるキャラをつくろう！

３日（火）～８日（日）
７日（土）　　13：30～14：10
28日（土）　　10：30～11：10
17日（火）　　11：00～11：30
20日（金）　　13：30～

22日（日）　　14：00～15：00

中央図書館

豊浜図書館
７日（土）　　13：30～14：30

28日（土）　　10：30～11：00

★工作教室
　紙コップでクラッカーをつくろう！
★おはなし会
　絵本「がんばれ　けろファミリー」ほか

平成25年度に最も多く
予約された本のベスト３を発表！

年間予約ベスト３

一般書
１位「海賊とよばれた男 上巻」
　　　百田尚樹　　　　  71回
２位「夢幻花」　
　　　東野圭吾  　　　　67回
３位「海賊とよばれた男 下巻」
　　　百田尚樹　  　　　66回
児童書
１位「くりぃむパン」
　　　浜野京子　           11回
２位「うどんのうーやん」
　　　岡田よしたか     　10回
２位「メガネをかけたら」
　　　くすのきしげのり  10回

月　日 時　間 場　所 内　　　容 講　　師

７／１０
（木）

１４：００

～

１６：００ 香川県西讃
保健福祉事
務所（三豊
合同庁舎３
階大会議室）

講義
「全身性エリテマトーデス
強皮症・皮膚筋炎及び多発性筋炎
の療養について」

宇多津浜クリニッ
ク院長
猪尾　昌之先生

７／１６
（水）

１４：００

～

１６：００

講義
「パーキンソン病の療養について」

キナシ大林病院
神経内科部長
高田　裕先生

１６：００

～

１７：００
パーキンソン病患者会（すみれ会）
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日時 場所 内容 対象 募集人数 料金料講師講

相談日は、都合により変更することがあります。

交通事故相談　☎２３−３９２４　　１１日（水）・２５日（水）午前

１０時～正午　社会福祉センターふれあい相談室　 弁護士

年金相談　☎０８７７−６２−１６６２　　１８日（水）午前１０時～午

後３時　本庁地下会議室　日本年金機構善通寺年金事

務所の相談員　要予約

街角年金相談・手続き　☎０８７−８１１−６０２０　　 ４日（水）

午前１０時～午後３時　本庁地下会議室　街角の年金相

談センター高松の相談員（公的年金全般相談可）

　　事前に問い合わせ

人権相談　☎２３−３９２８　観音寺　 ２日（月）午前１０時～午

後３時　ふれあい文化センター／大野原　 ２日（月）午

前１０時～午後３時　大野原いきいきセンター／豊浜　

１０日（火）午前１０時～午後３時　 豊浜福祉会館会議室１

家庭児童相談・女性相談　☎２３−３９５７　　土・日・祝を除

く毎日午前８時３０分～午後５時　社会福祉センター家

庭児童相談室

母子自立相談　☎２３−３９５７　　 土・日・祝を除く毎日午

前８時３０分～午後５時　社会福祉センター家庭児童相談室

児童相談　☎２３−３９５７　　１１日（水）午後１時３０分～午後

４時　社会福祉センター家庭児童相談室　県の専門相

談員　要予約

身障相談　観音寺☎２３−３９６３　５日（木）・１９日（木）午前

１０時～正午　社会福祉センター身障者会議室／大野原

☎５４−５７００　 ５日（木）午前１０時～正午　 大野原いき

いきセンター会議室／豊浜☎５２−１２００相談員が電話で

受付後、家庭へ訪問。支所などでの相談可

理学療法訓練日　☎２３−３９６３　　８日（日）午前１０時～午

後４時　大野原いきいきセンター

こころの健康相談　☎２３−３９６３　 　先着３人 　４日（水）

午後１時～午後３時　社会福祉センターふれあい相談

室　保健師

法律相談　☎２５−７７７３　　先着１２人 　 １０日（火）・２４日

（火）午前１０時～午後３時　  社会福祉センターふれあ

い相談室　弁護士

心配ごと相談　観音寺☎２５−７７７３　　３日（火）・１７日（火）

午後１時～午後３時　社会福祉センターふれあい相談室／

大野原☎５４−５７１４　 ５日（木）・１９日（木）午前１０時～正午

　大野原いきいきセンター／豊浜☎５２−１２１２　 ３日（火） 

・１７日（火）午前１０時～正午　豊浜福祉会館会議室２

福祉人材無料職業相談　☎２５−７７７３　　土・日・祝を除

く毎日午前９時～午後４時　市社会福祉協議会

さぬき若者サポートステーション　☎０８７７−５８−１０８０　 ４日

　（水）午前１０時～午後４時　観音寺市中央公民館２階会議室

／　１７日（火）午前１０時～午後４時　大野原中央公民館

３階会議室　就職相談など　１５～３９歳の人とその家族

少年相談やまびこ・いじめ相談　☎２３−０９００　土・日・祝

を除く毎日午前８時３０分～午後５時　少年育成センター

行政相談　☎２３−３９１５　　２０日（金）午後１時３０分～午後

４時　働く婦人の家１階相談室

時
講

時
所

時

時
時

時

時

時

持

所

時

時

時

時

時

時

時

時

時

所

所
所

所

所

所

講

講

所

所

所

所

所

所
所

所

所
所

所

数

数

内 対

時

時

時

時

時
所

所

家事手続案内　☎２５−２６１９　　土・日・祝を

除く毎日午前９時～午前１１時 ３０分、午後

１時～午後４時３０分　高松家庭裁判所観

音寺支部

市長相談　☎２３−３９１５　　随時受付　要予約

所

時

受 

講

講

講所

○

火
気
の
周
囲
で
、

危
険
物
の
取
り

扱
い
を
し
な
い

平
成
２６
年
度

危
険
物
安
全
週
間
推
進
標
語

危
険
物

　読
み
は
ま
っ
す
ぐ

　
　
　
　
　
　ゼ
ロ
災
害

火
災

９
３
９
件

2
件

火
災
・
救
急
件
数

1
1
〜

4
30

救
急

　危
険
物
安
全
週
間
は
、
危
険

物
を
取
り
扱
う
事
業
所
な
ど
に
、

安
全
管
理
の
徹
底
を
呼
び
か
け

る
と
と
も
に
、
多
く
の
人
に
危

険
物
に
対
す
る
意
識
の
高
揚
と

啓
発
を
図
る
こ
と
を
目
的
に
実

施
し
て
い
ま
す
。

　私
た
ち
の
身
の
回
り
に
は
、

ガ
ソ
リ
ン
や
灯
油
、
接
着
剤
、

農
薬
、
漂
白
剤
、
マ
ニ
キ
ュ
ア
、

除
光
液
な
ど
さ
ま
ざ
ま
な
危
険

物
が
あ
り
ま
す
。
家
庭
内
で
の

事
故
を
防
ぐ
た
め
に
次
の
こ
と

に
注
意
し
て
く
だ
さ
い
。

○

高
温
に
な
る
場
所
に
保
管
し

な
い

○

灯
油
な
ど
危
険
物
の
収
納
容

器
の
ふ
た
は
確
実
に
閉
め
る

○

屋
内
で
取
り
扱
う
と
き
は
定

期
的
に
換
気
す
る

危
険
物
安
全
週
間

　
　
　
６
月
８
日
～
１４
日

４月１日～３０日（敬称略）

香典返し

大野原町丸井

大野原町井関

池之尻町

植 田 町

豊浜町箕浦

大野原町大野原

流 岡 町

柞 田 町

柞 田 町

山田　和孝＝

佐伯　年昭＝

堀川　和敬＝

大西　　徹＝

田辺　秀清＝

大西　由記＝

小西　慶信＝

牧野　武司＝

牧　　和広＝

横山　光男＝

眞鍋　裕子＝

山内　春雄＝

宮武　昌代＝

今井千香子＝

㈲多田・組＝

中田井町

流 岡 町

豊浜町和田

豊浜町和田

豊浜町和田

植 田 町

一般寄付
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27
健康栄養相談

ふれあい広場

3 カ月児健診

筋力つけんな～教室

9:30 ～ 11:00

9:30 ～ 14:30

13:30 ～ 14:15

13:30 ～ 15:00

22

今月の人口
人　口

男 女
世帯数人

人
世帯
人

62,831 
30,227 

24,246
32,604

角
かく

塚
づか

古墳④ （大野原町）観音寺市の
　古墳文化

５月１日現在
 外国人を含む

６

この広報紙は環境にやさしい植物油インキを使用しています。

生涯学習課文化振興係　☎２３−３９４３

医
歯

薬

競
高
常
木
伊

保
いき
ふれ

大集

柞小

休日当番医
休日当番歯科医

休日当番調剤薬局
保健センター
大野原いきいきセンター
豊浜ふれあい会館
豊浜福祉会館

（９：００～１２：００）

大野原中央集会場
競輪場
高室公民館
常磐公民館
木之郷公民館
伊吹公民館
柞田小学校

運動器具を使って
健康づくり・体力づくりを

しましょう！
月～土曜日（日曜、祝日休み）
  9:00 ～12:00
13:00 ～ 16:00

豊福

育児相談

のびのび教室高室医院

小川歯科医院

ナショナル調剤薬局

ケイ・アイ薬局

もりの木おおにしクリニック

野口歯科医院

姫浜調剤薬局

香川井下病院

森川歯科医院

はないな薬局

ひまわり調剤薬局三豊

宮崎内科医院

田中歯科医院

ふじや薬局

快生堂豊浜調剤薬局

歯と口の健康週間まつり

国土外科医院

森歯科医院

第健調剤薬局

9:30 ～ 11:00

13:30 ～ 15:00
医

医

医

医

医

歯

歯

歯

歯

歯

薬

薬

薬

薬

薬

木

木

木

木

保

高

常

常

保

競

高

高

伊

高

いき

いき

はつらつ会

愛あいサークル

骨密度測定

はつらつ会

筋力つけんな～教室

愛あいサークル

もぐもぐレッスン

9:00～11:00

9:00～14:00

9:30～11:00

9:00～11:00

13:30～15:00

9:00～14:00

10:00～11:30

いき

大集

いき

いき

ふれ

10 カ月児相談

13:15 ～ 13:45

いき

いき

ふれ

ふれ

10カ月児相談

ぴよぴよクラブ

シニアエアロビクス

ぴよぴよクラブ

ぴよぴよクラブ

ゆう酸素リフレッシュ体操

13:15 ～ 13:45

9:00 ～ 14:00

13:30 ～ 15:00

9:00 ～ 14:00

9:00 ～ 14:00

13:00 ～ 15:30

いき

いき

いき

いき

いき

豊福

あぶあぶひろば

わくわくクラブ

さわやか栄養教室

1歳6カ月児健診

あぶあぶひろば

わくわくクラブ

健康栄養相談

健康相談

あぶあぶひろば

わくわくクラブ

3歳児健診

のびのび教室

あぶあぶひろば

わくわくクラブ

のびのび教室

9:00 ～ 14:00

9:00 ～ 14:00

9:30 ～ 13:00

13:30 ～ 14:15

9:00 ～ 14:00

9:00 ～ 14:00

9:30 ～ 11:00

13:00 ～ 14:30

9:00 ～ 14:00

9:00 ～ 14:00

13:30 ～ 14:15

13:30 ～ 15:00

9:00 ～ 14:00

9:00 ～ 14:00

13:30 ～ 15:00

（H25 年 12 月生まれ）

（旧観音寺市Ｈ２2 年 11月生まれ）

（旧観音寺市Ｈ２5 年 8 月生まれ）

（旧観音寺市Ｈ２4 年 11月生まれ）

（旧観音寺市Ｈ２６年3 月生まれ）

ふれあい広場

筋力つけんな～教室

ぴよぴよクラブ

のびのび教室

いき ふれ

大集

9:30 ～ 14:30

13:30 ～ 15:00

9:00 ～ 14:00

13:30 ～ 15:00

9:00 ～ 11:30

はつらつ会

筋力つけんな～教室

愛あいサークル

ふれあい広場

元気なのぅ（脳）～教室
9:00 ～ 11:00

13:30 ～ 15:00

9:00 ～ 14:00

9:30 ～ 14:30

13:30 ～ 15:00

要予約

要予約

　石室入口に設置された大

型の石材（先月号で掲載）の

近くから、古墳時代の焼き

物の須
す

恵
え

器
き

の破片が出土し

ました。これは蓋
ふた

杯
つき

とよば

れる容器の蓋の部分で、そ

の形から西暦６２５年から６５０年の間のものと推定されました。

この土器の発見により、これまで不明だった角塚の築造年代を

示す有力な資料が得られました。（次号に続く）

高屋町  ☎25−8311

大野原町 ☎54−5118

高屋町  ☎56−0012

豊浜町  ☎52−1818

茂西町  ☎25−3291

柞田町  ☎25−3900

豊浜町  ☎52−1733

大野原町 ☎52−2215

山本町  ☎63−2968

大野原町 ☎56−3181

豊浜町  ☎52−5100

観音寺町（大和）☎25−1280

仁尾町  ☎82−4780

観音寺町（青柳）☎25−2884

豊浜町  ☎56−3260

古川町  ☎25−0290

昭和町  ☎25−2077

豊浜町  ☎56−3477

豊福

豊福

常

常

常

いき 豊福はつらつ会

3 歳児健診

愛あいサークル

ひまわりの会

シニアライフ応援フェア
9:00 ～ 11:00

13:15 ～ 13:45

9:00 ～ 14:00

13:00 ～ 16:00

10:00 ～ 14:00

（ 大 野 原 町・豊 浜 町　
   Ｈ25 年 8 月・9 月生まれ）

いき

ツイッター　観音寺市公式アカウント名
＠ｋａｎｏｎｊｉ＿ｃｉｔｙ

６月の納税

市民税・県民税（１期・全期）

納期限　６月30日（月）
納め忘れのないよう、便利な口座振替をぜひ
利用してください。税務課　☎２３－３９２２

保

☎　２３－３９６４
☎　２３－３９６２
☎　２５－７７９１

出土した須恵器

保

（ 大 野 原 町・豊 浜 町　
   Ｈ22 年11月・12月生まれ）

柞小


